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最
終
回
・
育
ち
ゆ
く
環
境
へ
の
思
い

W
inter 2017

省
エ
ネ
技
術
の
重
要
分
野
を
特
定

　

２
０
１
６
年
10
月
12
日
、

電
力
設
備
の
火
災
に
よ
り
東

京
都
内
で
最
大
60
万
６
０
０

０
㌔
㍗
の
電
力
が
送
れ
な
く

な
り
、
都
心
部
を
含
む
約
58

万
６
０
０
０
戸
が
停
電
し
た

こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
埼

玉
県
新
座
市
の
地
下
に
設
置

さ
れ
た
電
力
ケ
ー
ブ
ル
で
漏

電
、発
火
し
た
の
が
原
因
で
、

広
い
範
囲
に
及
び
、
東
京
地

裁
、
国
土
交
通
省
、
文
部
科

学
省
な
ど
霞
が
関
の
中
央
省

庁
や
警
視
庁
ま
で
停
電
す
る

事
態
と
な
り
、
首
都
圏
の
電

力
イ
ン
フ
ラ
の
脆
弱
性
が
露

見
し
た
。

　

首
都
圏
で
発
生
し
た
類
似

す
る
過
去
の
大
規
模
停
電
と

し
て
は
、
２
０
０
６
年
８
月

に
起
き
た
事
故
が
あ
る
。
江

戸
川
区
の
旧
江
戸
川
を
航
行

し
て
い
た
ク
レ
ー
ン
船
が
、

基
幹
系
統
と
呼
ば
れ
る
送
電

線
を
切
断
し
、
都
心
部
と
神

奈
川
県
、
千
葉
県
の
一
部
が

停
電
し
た
。
最
大
停
電
戸
数

は
約
１
３
９
万
件
に
の
ぼ

り
、信
号
約
１
５
０
０
カ
所
、

鉄
道
18
路
線
が
一
時
停
止
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
閉
じ
込
め

被
害
も
71
件
あ
っ
た
。

　

こ
の
教
訓
か
ら
、
政
府
は

停
電
が
起
き
た
場
合
の
影
響

を
最
小
限
に
し
素
早
く
復
旧

で
き
る
よ
う
送
電
網
の
強
化

や
復
旧
訓
練
を
含
む
対
応
策

を
電
力
会
社
に
求
め
て
い

た
。経
済
産
業
省
に
よ
る
と
、

一
部
の
送
電
線
が
切
れ
て
も

別
の
送
電
線
を
迂
回
し
て
電

気
を
送
れ
る
よ
う
に
、
基
幹

系
統
を
多
重
化
す
る
こ
と
を

電
力
会
社
に
要
求
し
て
い

た
。
そ
う
し
た
対
策
が
功
を

奏
し
、
今
回
は
、
大
部
分
の

地
域
が
20
分
以
内
で
停
電
か

ら
復
帰
し
た
こ
と
は
驚
く
べ

き
こ
と
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
燃
え
た
ケ
ー
ブ

ル
は
設
置
か
ら
35
年
以
上
が

た
っ
て
お
り
、
ま
た
同
種
の

古
い
ケ
ー
ブ
ル
は
２
０
１
２

年
末
の
時
点
で
総
延
長
１
４

１
６
㌔
あ
り
、
35
年
以
上
経

過
し
て
い
る
も
の
は
７
割
以

上
に
当
た
る
１
０
０
８
㌔
に

の
ぼ
る
。
日
本
の
高
速
道

路
、
鉄
道
、
ト
ン
ネ
ル
、
港

湾
、
電
力
設
備
な

ど
は
、
高
度
成
長

期
に
つ
く
ら
れ
た

も
の
が
多
く
、
更

新
、
改
築
の
時
期

を
迎
え
て
い
る
。

順
次
設
備
更
新
を
進
め
な
が

ら
、
設
備
の
劣
化
や
損
傷
を

外
部
か
ら
効
率
よ
く
発
見
で

き
る
よ
う
な
非
破
壊
、
非
接

触
の
点
検
技
術
の
開
発
と
適

用
に
よ
り
設
備
の
延
命
化
を

図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

▼
バ
イ
オ
マ
ス

　

生
物
由
来
の
資
源
の
こ

と
。
化
石
燃
料
は
含
ま
な

い
。間
伐
材
や
建
築
廃
材
、

農
作
物
の
非
食
用
部
、
食

品
廃
棄
物
、
下
水
汚
泥
の

有
機
物
な
ど
が
あ
り
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
１

つ
。利
用
方
法
は
多
様
で
、

直
接
燃
焼
さ
せ
て
電
気
や

熱
に
す
る
も
の
や
、
エ
タ

ノ
ー
ル
な
ど
の
液
体
燃
料
に

し
て
使
う
も
の
、
発
酵
さ
せ

て
バ
イ
オ
ガ
ス
を
得
る
も
の

な
ど
が
あ
る
。

　

２
０
０
９
年
６
月
に
バ
イ

オ
マ
ス
活
用
推
進
基
本
法
が

制
定
さ
れ
、
政
府
に
よ
る
基

本
計
画
の
策
定
が
義
務
づ
け

ら
れ
た
。

▼
ユ
ネ
ス
コ

　

国
際
連
合
教
育
科
学
文
化

機
関
の
略
称
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ

Ｏ
）。設
立
の
目
的
は
、教
育
、

科
学
、
文
化
を
通
じ
て
各
国

の
協
調
を
図
り
、
世
界
平
和

と
人
類
の
福
祉
の
促
進
に

貢
献
す
る
こ
と
。

　

１
９
４
５
年
11
月
に
ロ

ン
ド
ン
で
開
か
れ
た
連
合

国
教
育
文
化
会
議
で
ユ
ネ

ス
コ
憲
章
が
採
択
さ
れ
、

１
９
４
６
年
11
月
に
発

効
、
同
年
12
月
に
協
定
に

よ
り
国
連
の
専
門
機
関
に

な
っ
た
。
日
本
の
加
盟
は

１
９
５
１
年
７
月
。
２
０

１
６
年
３
月
現
在
、
加
盟

国
１
９
５
、
準
加
盟
地
域

10
。
本
部
所
在
地
は
フ
ラ

ン
ス
の
パ
リ
。

ら
需
要
ま
で
の
４
部
門
に
加

え
て
各
部
門
を
横
断
す
る
カ

テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
た
合
計
14

分
野
。
選
定
の
基
準
は
、
２

０
３
０
年
に
大
き
な
効
果
が

期
待
さ
れ
る
も
の
、
技
術
の

組
み
合
わ
せ
で
相
乗
効
果
が

見
込
ま
れ
る
も
の
、
長
期
的

に
見
て
有
用
な
も
の
な
ど
。

　

今
回
の
戦
略
で
は
、
こ
れ

ま
で
「
部
門
横
断
」
の
中
に

定
し
た
。
広
範
か
つ
多
様
な

省
エ
ネ
技
術
を
効
率
的
に
開

発
・
普
及
さ
せ
て
い
く
た
め

注
力
す
る
重
要
分
野
を
特
定

し
て
い
る
。
こ
の
技
術
戦
略

の
策
定
は
２
０
０
７
年
か
ら

実
施
さ
れ
て
お
り
、
最
近
で

は
２
０
１
４
年
７
月
に
一
部

改
定
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　

選
定
さ
れ
た
重
要
技
術

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
か

　

２
０
１
６
年
９
月
、
経
済

産
業
省
と
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
（
国
立

研
究
開
発
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機

構
）
は
、「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

技
術
戦
略
２
０
１
６
」
を
策

あ
っ
た
「
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ

ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
」
を
「
革
新
的
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
技
術
」

に
変
更
し
た
の
が
主
な
ポ
イ

ン
ト
。
あ
ら
ゆ
る
モ
ノ
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
る

Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
の
動
向
を
踏
ま

え
、
よ
り
広
い
概
念
に
な
る

よ
う
に
し
て
い
る
。

木
質
チ
ッ
プ
の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所

河
村
隆
一
の
訪
問
！
エ
コ
ス
ポ
ッ
ト

Ｉ
Ｄ
／
パ
ス
ワ
ー
ド 

登
録
方
法

シ
リ
ー
ズ 

日
本
の
環
境
教
育

デ
マ
ン
ド
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
活
用
法

埼
玉
県
と
東
京
の
豊
島
区
を

結
ぶ
「
城
北
線
」
と
練
馬
区

を
結
ぶ
「
北
武
蔵
野
線
」
と

呼
ば
れ
る
送
電
線
が
使
え
な

く
な
り
、
都
内
11
区
で
停
電

が
発
生
し
た
。

　

国
土
交
通
省
に
よ
る
と
停

電
に
よ
り

人
が
エ
レ

ベ
ー
タ
ー

に
閉
じ
込

め
ら
れ
る

事
態
が
51

件
発
生
。
鉄
道
と
地
下
鉄
に

も
影
響
が
出
た
。
警
視
庁
に

よ
る
と
計
約
２
０
０
カ
所
の

信
号
機
が
一
時
機
能
し
な
く

な
り
警
察
官
が
手
信
号
で
対

応
す
る
な
ど
し
た
と
い
う
。

　

影
響
は
、
都
心
中
心
部
の

電気管理技術者
求人サイト

　

２
０
１
６
年
９
月
、
内
閣
府
と
環
境

省
は
、
同
年
７
〜
８
月
に
行
っ
た
「
地

球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る
世
論
調
査
」

の
結
果
を
発
表
し
た
。
調
査
は
全
国
３

０
０
０
人
を
対
象
に
個
別
面
接
聴
取
で

実
施
し
た
。
調
査
項
目
は
「
地
球
温
暖

化
問
題
」「
気
候
変
動
の
影
響
へ
の
適

応
」「
家
庭
や
職
場
で
行
う
地
球
温
暖

化
対
策
」「
地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め

の
税
」
の
４
つ
。
有
効
回
収
数
は
１
８

１
６
人
（
回
収
率
60
・
５
％
）
だ
っ
た
。

　

地
球
温
暖
化
問
題
に
関
心
が
あ
る
人

は
、「
関
心
が
あ
る
」（
40
・
４
％
）
と

「
あ
る
程
度
関
心
が
あ
る
」（
46
・
８
％
）

を
合
わ
せ
87
・
２
％
。「
あ
ま
り
関
心

が
な
い
」
は
10
・
１
％
、「
全
く
関
心

採
択
済
み
だ
が
未
発
効
だ
っ
た
。

　

日
本
が
掲
げ
る
中
期
目
標
（
２
０
３

０
年
度
に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
２

０
１
３
年
度
比
で
26
％
削
減
）
の
認
知

度
は
62
・
７
％
で
、
同
じ
く
長
期
目
標

（
２
０
５
０
年
ま
で
に
80
％
の
排
出
削

減
）
は
43
・
１
％
だ
っ
た
。
ま
た
、
地

球
温
暖
化
が
も
た
ら
す
影
響
の
う
ち
問

題
だ
と
感
じ
る
も
の
を
複
数
回
答
で
求

め
た
質
問
で
は
、「
洪
水
、
高
潮
・
高

波
な
ど
の
自
然
災
害
が
増
加
す
る
こ

と
」（
63
・
１
％
）、「
農
作
物
の
品
質

が
な
い
」
は
２
・
４
％
だ
っ
た
。

　

今
回
発
効
し
た
「
パ
リ
協
定
」
の
認

知
度
は
59
・
６
％
（「
内
容
ま
で
知
っ

て
い
る
」
＝
７
・
０
％
、「
名
前
は
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
」
＝
52
・
６
％
）。

た
だ
し
こ
の
調
査
時
点
で
パ
リ
協
定
は

「
パ
リ
協
定
」
の
認
知
度 

約
６
割

や
収
量
が

低
下
す

る
こ
と
」

（
57
・
７

％
）、「
野
生
生
物
や
植
物
の
生
息
域
が

変
化
す
る
こ
と
」（
48
・
５
％
）
が
回

答
の
上
位
３
つ
を
占
め
た
。

　

環
境
省
で
は
今
回
の
調
査
結
果
を
踏

ま
え
、
国
民
の
高
い
関
心
を
維
持
し
つ

つ
取
り
組
み
を
進
め
る
と
し
て
い
る
。
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温暖化に関心あり 約９割

　

新
た
な
年
を

迎
え
心
機
一
転

気
を
引
き
締
め

ら
れ
た
方
も
多

い
だ
ろ
う
。
旧

千
円
札
の
肖
像
で
も
親
し
ま

れ
た
夏
目
漱
石
は
、
こ
う
詠

ん
だ
。「
煩ぼ

ん

悩の
う

は
百
八
減
っ

て
今
朝
の
春
」。『
三
四
郎
』

や
『
こ
こ
ろ
』
な
ど
の
小
説

で
知
ら
れ
る
漱
石
だ
が
、
親

友
の
正
岡
子
規
に
感
化
さ
れ

こ
の
よ
う
な
俳
句
も
２
５
０

０
以
上
残
し
て
い
る
。

▼
い
わ
ず
も
が
な
で
は
あ
る

が
句
は
元
旦
の
様
子
だ
。
大

晦
日
の
夜
半
か
ら
元
日
に
か

け
て
全
国
の
諸
寺
で
鐘
が
撞

か
れ
る
。
人
間
が
持
つ
１
０

８
の
煩
悩
と
同
数
の
鐘
の
音

を
鳴
ら
す
こ
と
で
、
こ
れ
を

除
去
し
よ
う
と
い
う
意
味
が

あ
る
。
次
の
煩
悩
が
ま
だ
心

に
生
じ
て
い
な
い
元
日
の
朝

な
ら
ば
、
気
持
ち
は
晴
れ
た

す
が
す
が
し
さ
で
あ
る
。

▼
人
間
の
心
に
巣
食
う
煩
悩

だ
が
、「
暮
ら
し
や
す
い
地

球
環
境
」
に
関
す
る
煩
悩
が

あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
１
つ

に
温
室
効
果
ガ
ス
を
あ
げ
て

も
多
く
は
納
得
し
て
く
れ
る

だ
ろ
う
。
し
か
も
昨
年
の
暮

れ
、
除
夜
の
鐘
と
同
じ
よ
う

に
、
こ
れ
を
除
去
し
よ
う
と

い
う
掛
け
声
も
あ
が
っ
た
。

全
加
盟
国
が
参
加
す
る
地
球

温
暖
化
対
策
の
新
た
な
枠
組

み
「
パ
リ
協
定
」
の
発
効
だ
。

と
は
い
え
こ
れ
は
人
知
を
超

え
た
存
在
に
頼
る
の
で
は
な

く
、
自
ら
の
行
動
を
律
す
る

戒
め
で
あ
る
が
。

▼
今
年
は
夏
目
漱
石
の
生
誕

１
５
０
年
。
ゆ
か
り
の
地
に

記
念
館
が
開
か
れ
る
な
ど
多

く
催
し
が
予
定
さ
れ
る
。
文

豪
な
ら
２
０
１
７
年
の
正
月

を
ど
う
詠
む
だ
ろ
う
か
。

達
成
の
た
め
に
対
策
が
義
務

づ
け
ら
れ
る
。
各
国
が
削
減

に
努
め
、
今
世
紀
後
半
に
は

世
界
全
体
の
排
出
量
を
「
実

質
ゼ
ロ
」
に
す
る
目
標
を
掲

げ
て
い
る
。
地
球
の
平
均
気

温
の
上
昇
を
産
業
革
命
以
前

か
ら
２
℃
未
満
に
抑
え
、
そ

れ
が
１
・
５
℃
に
な
る
よ
う

努
力
す
る
と
い
う
目
標
も
併

記
さ
れ
て
い
る
。

　

国
連
に
提
出
さ
れ
た
主
な

国
の
目
標
は
、
日
本
が
「
２

０
３
０
年
ま
で
に
２
０
１
３

年
比
で
26
％
削
減
」、
ア
メ

も
40
％
削
減
」、
中
国
と
イ

ン
ド
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
当
た
り
の
排

出
量
（
中
国
は
Ｃ
Ｏ
２

排
出

量
）
を
２
０
３
０
年
ま
で
に

そ
れ
ぞ
れ
２
０
０
５
年
比
で

「
60
〜
65
％
削
減
」「
33
〜
35

％
削
減
」。

　

今
後
は
枠
組
み
ス
タ
ー
ト

ま
で
に
「
各
国
の
目
標
や
対

策
が
適
切
か
ど
う
か
の
判
断

の
仕
方
」
な
ど
細
か
な
ル
ー

ル
づ
く
り
が
行
わ
れ
る
。

リ
カ
が
「
２
０
２
５
年
ま
で

に
２
０
０
５
年
比
で
26
〜
28

％
削
減
」、
欧
州
連
合
（
Ｅ

Ｕ
）
が
「
２
０
３
０
年
ま
で

に
１
９
９
０
年
比
で
最
低
で

効
だ
。
温
暖
化
の
影
響
と
み

ら
れ
る
異
常
気
象
や
自
然
災

害
が
相
次
ぐ
現
状
に
世
界
各

国
が
危
機
感
を
抱
き
、
55
カ

国
以
上
批
准
な
ど
の
発
効
要

件
を
短
期
に
ク
リ
ア
し
た
。

　

パ
リ
協
定
は
２
０
２
０
年

以
降
に
始
動
す
る
国
際
的
な

温
暖
化
対
策
で
あ
る
。
す
べ

て
の
参
加
国
が
５
年
ご
と
に

自
主
的
な
温
室
効
果
ガ
ス
の

削
減
目
標
を
提
出
し
、
目
標

　

以
前
の
枠
組
み
で
あ
る
京

都
議
定
書
は
１
９
９
７
年
の

気
候
変
動
枠
組
み
条
約
第
３

回
締
約
国
会
議（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
３
）

で
採
択
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
発

効
ま
で
７
年
余
り
を
要
し

た
。
し
か
も
主
要
排
出
国
で

あ
る
ア
メ
リ
カ
は
不
参
加
だ

っ
た
。
今
回
の
パ
リ
協
定
は

２
０
１
５
年
12
月
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ

21
に
お
い
て
採
択
。
そ
こ
か

ら
１
年
足
ら
ず
で
の
早
期
発

2016年秋季号 クロスワードパズルの答え

検
討
し
た
結
果
、
取
り
組
み

は
お
お
む
ね
順
調
に
推
移
し

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
前

計
画
で
設
定
さ
れ
て
い
た
数

値
目
標
は
継
承
さ
れ
た
。
２

０
２
５
年
に
お
け
る
主
な
目

標
は
次
の
３
つ
。「
バ
イ
オ

マ
ス
利
用
量
は
炭
素
換
算
で

年
間
２
６
０
０
万
㌧
以
上
」

「
全
都
道
府
県
お
よ
び
６
０

　

２
０
１
６
年
９
月
、
政
府

は
改
定
し
た
新
「
バ
イ
オ
マ

ス
活
用
推
進
基
本
計
画
」
を

閣
議
決
定
し
た
（
バ
イ
オ
マ

ス
：
左
欄
用
語
解
説 

）。

２
０
１
０
年
に
策
定
さ
れ
た

最
初
の
基
本
計
画
を
、
規
定

に
基
づ
き
見
直
し
た
も
の
。

　

見
直
し
に
当
た
っ
て
バ
イ

オ
マ
ス
活
用
の
推
進
状
況
を

０
市
町
村
で
バ
イ
オ
マ
ス
活

用
推
進
計
画
を
策
定
」「
約

５
０
０
０
億
円
規
模
の
バ
イ

オ
マ
ス
関
連
市
場
を
創
出
」。

　

改
定
し
た
基
本
計
画
で
重

点
が
置
か
れ
た
の
は
、
地
域

に
関
連
す
る
取
り
組
み
。
各

地
域
に
存
在
す
る
バ
イ
オ
マ

ス
を
、
そ
の
地
域
が
主
体
と

な
っ
た
持
続
可
能
な
事
業
の

創
出
で
活
用
し
、
農
林
漁
業

の
振
興
や
地
元
へ
の
利
益
還

元
に
つ
な
げ
る
の
が
大
切
だ

と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に

講
じ
る
べ
き
施
策
と
し
て
、

「
バ
イ
オ
マ
ス
の
高
度
利
用

や
多
段
階
利
用
と
い
っ
た
高

い
経
済
的
価
値
を
生
み
出
す

活
動
の
施
設
整
備
な
ど
に
よ

る
後
押
し
」「
エ
ネ
ル
ギ
ー

効
率
の
高
い
熱
利
用
の
普

及
、
バ
イ
オ
ガ
ス
の
利
用
促

進
な
ど
に
設
備
導
入
の
支
援

や
指
導
体
制
の
整
備
で
対
応

し
て
い
く
」「
成
功
事
例
の

ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
幅
広
く
共

有
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
取

り
組
み
の
横
展
開
を
促
進
さ

せ
る
」な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
研
究
開
発
に
関
し

て
は
「
バ
イ
オ
マ
ス
の
混
合

利
用
」「
下
水
汚
泥
由
来
の

水
素
ガ
ス
製
造
」「
バ
イ
オ

ガ
ス
製
造
過
程
で
発
生
す
る

副
産
物
の
利
用
」「
微
細
藻

類
な
ど
の
次
世
代
バ
イ
オ
燃

料
の
開
発
」
と
い
っ
た
項
目

を
示
し
た
。

約
５
０
０
０
億
円
規
模
の
市
場
創
出
へ

新
「
バ
イ
オ
マ
ス
活
用
推
進
基
本
計
画
」
閣
議
決
定

「省エネルギー技術戦略2016」における14の重要技術

内閣府／環境省 世論調査結果発表

　

前
号
の
ク
ロ
ス
ワ

ー
ド
パ
ズ
ル
の
答
え

は
左
の
と
お
り
で

す
。
グ
レ
ー
の
二
重

囲
み
マ
ス
に
あ
る
４

つ
の
文
字
を
組
み
合

わ
せ
た「
ブ
ン
ベ
ツ（
分

別
）」
が
正
解
。
今
回

も
、
８
面
に
楽
し
い
パ

ズ
ル
を
用
意
し
ま
し
た

の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

業務説明会開催中！

技
術
戦
略
２
０
１
６
策
定

温
暖
化
対
策「
パ
リ
協
定
」 

発
効

▼
気
候
変
動
枠
組
み
条
約

　

正
式
に
は
「
気
候
変
動
に

関
す
る
国
際
連
合
枠
組
み
条

約
」。
略
称
は
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｃ
Ｃ

Ｃ
。
地
球
温
暖
化
を
防
止
す

る
た
め
の
国
際
的
な
枠
組
み

を
定
め
た
条
約
。

　

１
９
９
２
年
の
「
環
境
と

開
発
に
関
す
る
国
連
会
議

（
地
球
サ
ミ
ッ
ト
）」
で
１
５

５
カ
国
が
署
名
し
、
１
９
９

４
年
に
発
効
し
た
。
１
９
９

５
年
か
ら
毎
年
、
締
約
国
会

議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
）
を
開
催
し
、

温
暖
化
対
策
が
議
論
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
第
３
回
会
議
で

２
０
２
０
年
ま
で
の
枠
組
み

と
し
て
採
択
さ
れ
た
の
が
、

各
国
の
危
機
感
高
く 

採
択
か
ら
１
年
足
ら
ず
で

　

２
０
１
６
年
11
月
、「
パ
リ
協
定
」
が
発
効
し
た
。
地
球

温
暖
化
対
策
の
た
め
の
国
際
的
枠
組
み
が
発
効
す
る
の
は
２

０
０
５
年
２
月
の
「
京
都
議
定
書
」
以
来
。
先
進
国
だ
け
で

な
く
途
上
国
も
含
め
す
べ
て
の
国
が
参
加
す
る
、
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
削
減
の
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

京
都
議
定
書
だ
っ
た
。
こ
れ

に
続
く
２
０
２
０
年
以
降
の

枠
組
み
が
、
パ
リ
協
定
で
あ

る
。
２
０
１
６
年
８
月
末
現

在
の
締
約
国
数
は
１
９
７
カ

国
・
機
関
。

無 料

474

contents

２
０
１
７
年 

年
頭
あ
い
さ
つ

新
た
な
戦
略
を
よ
ど
み
な
く「
進
行
」
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答えは「ブンベツ」
（分別）でした。

多数のご応募ありがとうございました。

種類別バイオマス利用の目標

首
都
圏
大
停
電
か
ら
学
ぶ

　

こ
れ
か
ら
の
電
力
イ
ン
フ
ラ
の
あ
り
方

サ 　 キ セ ツ
ン リ ョ 　 ジ
マ ン 　 ベ ム
　 ピ ー ス 　
ブ ッ 　 ギ リ

0120 ー 308 ー 512

経
産
省
／
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ

※NEDO発表資料をもとに作成。

エネルギー転換・供給部門
① 高効率火力発電・次世代送配電技術
② コージェネ・熱利用システム

産業部門
③  製造プロセス省
エネ化技術

④  省エネ化システ
ム・加工技術

⑤  省エネプロダク
ト加速化技術

家庭・業務部門
⑥ ＺＥＢ・ＺＥＨ
⑦  省エネ型情報機
器・システム

⑧  快適・省エネヒュ
ーマンファクター

運輸部門
⑨ 次世代自動車等
⑩ ＩＴＳ等
⑪  スマート物流シ
ステム

バイオマスの
種類

現在の年間
発生量（万㌧）

現在の利
用率（％）

2025年
目標（％）

廃
棄
物
系

家畜排せつ物 約8,100 約87 約90

下水汚泥 約7,800 約63 約85

黒液 約1,300 約100 約100

紙 約2,700 約81 約85

食品廃棄物 約1,700 約24 約40

製材工場等
残材

約640 約97 約97

建設発生木材 約500 約94 約95

未
利
用
系

農作物非食
用部 （すき込
みを除く）

約1,300 約32 約45

林地残材 約800 約9 約30以上

※  2016年３月時点。黒液、製材工場等残材、林地残
材は乾燥重量、他は湿潤重量。「バイオマス活用推
進基本計画」より。

2020年以降の新たな枠組み

主な国の温室効果ガス削減目標

日
本

2030
26％
２０１３

国
目標年
削減目標
基準年

中
国

2030
60～65％
２００５

Ｅ
Ｕ

2030
40％
1990

イ
ン
ド

2030
33～35％
２０05

ア
メ
リ
カ

2025
26～28％
２０05

カ
ナ
ダ

2030
30％
２０05

ロ
シ
ア

2030
25～30％
1990

※ 削減目標はそれぞれの基準年比。中国とイン
ドの目標値はGDP当たりの排出量。また中
国はＣＯ２の排出量で、他国はCO2以外の温
室効果ガスも含んだもの。ＥＵは目標数値の
前に「最低でも」の表現を加えている。

http://www.n-techno.co.jp
https://www.nichidenkyo.jp/lp/
https://www.nichidenkyo.jp/lp/
http://econews.jp/newspaper/frontline/frontline_47.html
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き
、
猛
暑
日
も
あ
っ
た
。
世
界

的
に
も
急
激
な
温
度
変
化
な
ど

異
常
気
象
が
多
数
報
告
さ
れ
て

い
る
。
最
近
は
異
常
気
象
が
異

常
で
は
な
く
通
常
に
な
っ
た
印

象
す
ら
受
け
て
し
ま
う
。

　

ア
メ
リ
カ
と
中
国
と
い
う
２

大
排
出
国
が
大
方
の
予
想
よ
り

も
早
く
パ
リ
協
定
を
批
准
し
た

の
も
目
の
前
で
起
き
て
い
る
異

常
気
象
へ
の
警
戒
感
が
あ
っ
た

か
ら
だ
ろ
う
。
２
国
の
批
准
が

引
き
金
に
な
り
、
イ
ン
ド
や
Ｅ

Ｕ
な
ど
が
動
い
た
結
果
、
パ
リ

協
定
は
早
期
発
効
に
至
っ
た
。

　
　
　

　
　
　
　

　

パ
リ
協
定
は
、
各
国
が
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
の
自
主

目
標
を
明
示
し
実
行
し
て
い
く

と
い
う
取
り
決
め
で
あ
る
。
日

本
が
掲
げ
る
の
は
「
排
出
量
を

２
０
３
０
年
ま
で
に
２
０
１
３

年
比
で
26
％
削
減
」
だ
。

　

こ
の
目
標
の
実
現
に
向
け
て

は
、
家
庭
部
門
か
ら
の
排
出
量

を
２
０
１
３
年
比
で
約
４
割

減
ら
す
の
が
条
件
と
さ

れ
て
い
る
。
２
０
１
５

年
の
国
勢
調
査
で
単
身

世
帯
が
３
分
の
１
を
超

え
、
そ
の
急
増
が
報
告

さ
れ
て
い
る
現
在
、
目

標
達
成
が
危
ぶ
ま
れ
る

と
の
声
も
聞
こ
え
る
。

　

と
は
い
え
、
現
状
で

は
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

の
要
因
に
な
っ
て
い

る
「
電
気
」
は
、
人
々

の
生
活
に
不
可
欠
な
も

の
だ
。
電
気
は
、
人
が

工
夫
を
凝
ら
し
て
つ
く

り
、
人
が
安
全
に
管
理

し
な
が
ら
送
り
、
人
が

使
う
。
す
べ
て
に
人
が

か
か
わ
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
を
踏
ま
え
て
考

え
れ
ば
、
温
暖
化
対
策
の
た
め

に
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
、

電
気
を
「
上
手
に
使
う
」
こ
と

で
あ
ろ
う
。
家
庭
で
も
企
業
で

も
一
人
ひ
と
り
の
小
さ
な
積
み

重
ね
が
、
大
き
な
影
響
を
与
え

る
。
技
術
の
進
歩
と
普
及
も
不

可
欠
だ
が
、そ
れ
を
ど
う
使
い
、

排
出
削
減
に
つ
な
げ
る
か
は
、

や
は
り
人
次
第
な
の
だ
。

　
　

　
　
　
　

　

日
本
テ
ク
ノ
が
電
力
使
用
量

を
「
見
え
る
化
」
し
た
Ｓ

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ｒ 

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
を
発
売
し
た
の

は
２
０
０
８
年
１
月
。「
見

え
る
化
」
す
る
こ
と
で
、

省
エ
ネ
活
動
に
つ
な
が
る

と
考
え
た
。
そ
の
後
、「
理

解
（
わ
か
）
る
化
」
と
名

づ
け
た
活
動
で
、
警
報
時

の
対
策
や
ど
う
す
れ
ば

削
減
が
で
き
る
の
か
を
ユ

ー
ザ
ー
と
共
に
考
え
て
い

き
、
誰
も
が
行
動
を
起
こ

せ
る
事
業
場
の
ル
ー
ル
づ

く
り
を
進
め
て
い
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
多
く
の
従
業

員
の
目
に
触
れ
る
こ
と

で
、
省
エ
ネ
意
識
を
啓
発

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

の
発
案
に
よ
り
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ

Ｔ 

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
の
開
発
を
始

め
、
２
０
１
１
年
５
月
か
ら
販

売
を
開
始
し
た
。
電
気
の
使
用

状
況
を
、
ふ
だ
ん
目
に
す
る
時

計
と
し
て
「
見
え
る
化
」
し
た

商
品
は
高
く
評
価
さ
れ
、
幼
稚

NIHON TECHNO　２０17.01

　

２
０
１
６
年
10
月
、
ユ
ネ
ス

コ
（
１
面
用
語
解
説 

）
は
、

持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教

育
（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）
に
つ
い
て
優
れ

た
活
動
を
た
た
え
る
「
ユ
ネ
ス

コ
／
日
本
Ｅ
Ｓ
Ｄ
賞
」
の
表
彰

式
を
、
パ
リ
の
ユ
ネ
ス
コ
本
部

で
行
っ
た
。
受
賞
し
た
の
は
３

事
業
。
う
ち
１
つ
は
日
本
か
ら

の
初
受
賞
と
な
る
岡
山
市
の
活

動
「
岡
山
Ｅ
Ｓ
Ｄ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」。
受
賞
者
に
は
各
５
万
米

㌦
の
奨
励
金
が
贈
ら
れ
た
。

　

Ｅ
Ｓ
Ｄ
と
は
、
持
続
可
能
な

開
発
の
担
い
手
を
育
て
る
た

め
、
環
境
や
貧
困
、
紛
争
な
ど

の
地
球
規
模
の
課
題
を
自
分
の

こ
と
と
し
て
考
え
、
解
決
に
向

け
て
行
動
す
る
力
を
身
に
つ
け

る
教
育
の
こ
と
。
そ
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ

が
効
果
的
に
実
施
さ
れ
、
個
人

で
の
５
年
間
に
年
３
件
程
度
が

表
彰
さ
れ
る
。

　

岡
山
Ｅ
Ｓ
Ｄ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
市
民
団
体
、
学
校
、
行
政
、

企
業
な
ど
約
２
６
０
団
体
が
参

加
す
る
「
岡
山
Ｅ
Ｓ
Ｄ
推
進
協

議
会
」
が
母
体
の
、
地
域
に
根

ざ
し
た
活
動
。
公
民
館
や
学
校

を
拠
点
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お

け
る
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
実
践
な
ど
を
し

て
い
る
。「
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

の
団
体
・
組
織
が
緊
密
に
連
携

　

２
０
１
５
年
12
月
に
採
択
さ

れ
た
温
暖
化
対
策「
パ
リ
協
定
」

が
２
０
１
６
年
11
月
に
発
効
し

た
。
世
界
の
温
室
効
果
ガ
ス
総

排
出
量
の
55
％
以
上
を
占
め
る

55
カ
国
以
上
が
批
准
し
た
の
ち

30
日
後
。
こ
の
基
準
に
よ
り
、

パ
リ
協
定
は
２
０
１
６
年
11
月

４
日
に
発
効
し
た
。

　

２
０
１
６
年
の
日
本
は
、
例

年
豪
雪
に
な
る
地
域
で
も
、
雪

で
は
な
く
雨
が
多
く
、
北
海
道

は
連
続
で
台
風
が
上
陸
し
た
。

そ
の
ほ
か
各
地
で
も
大
雨
被
害

が
あ
り
、
10
月
に
は
夏
日
が
続

し
、
地
域
全
体
で
Ｅ
Ｓ
Ｄ
を
推

進
し
て
い
る
、
ほ
か
に
類
を
見

な
い
取
り
組
み
」
が
世
界
の
ほ

か
の
地
域
で
も
モ
デ
ル
に
な
る

と
評
価
さ
れ
、受
賞
に
至
っ
た
。

　

今
回
受
賞
し
た
ほ
か
の
２
事

業
は
、
社
会
か

ら
取
り
残
さ
れ

た
子
ど
も
や
女

性
な
ど
を
対
象
に
Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
取

り
組
む
カ
メ
ル
ー
ン
の
非
営
利

団
体
と
、
学
生
が
主
体
に
な
っ

て
大
学
で
の
持
続
可
能
な
社
会

の
構
築
を
目
指
す
イ
ギ
リ
ス
の

学
生
組
織
連
盟
の
活
動
。

や
社
会
の
変
化
に
つ
な
が
っ
て

い
る
か
、
革
新
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
が
あ
る
か
、
な
ど
が
賞
の
選

定
基
準
に
な
る
。
２
０
１
５
年

に
日
本
政
府
の
財
政
支
援
に
よ

り
創
設
さ
れ
、
２
０
１
９
年
ま

分
け
て
以
下
の
５
つ
。

①
配
慮
書
の
手
続
き
。
場
所
や
規

模
な
ど
も
含
め
た
事
業
の
検
討
段

階
で
環
境
保
全
の
配
慮
事
項
を
文

書
に
ま
と
め
て
公
表
し
、
国
・
自

治
体
・
国
民
な
ど
の
意
見
を
聴
取

し
て
計
画
に
反
映
さ
せ
る
。

②
方
法
書
の
手
続
き
。
環
境
ア
セ

国
内
初
、
岡
山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
受
賞

電
力
小
売
り
自
由
化 

９
割
以
上
認
知

電
力
・
ガ
ス
取
引
監
視
等
委
員
会 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

Ｆ
Ｉ
Ｔ
賦
課
金
減
免
制
度
改
定

　

２
０
１
６
年
10
月
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
い
取

り
制
度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
に
お
け
る
賦

課
金
の
減
免
率
な
ど
を
改
定
す
る

政
令
が
施
行
さ
れ
た
。
改
正
Ｆ
Ｉ

Ｔ
法
（
電
気
事
業
者
に
よ
る
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
調
達
に

関
す
る
特
別
措
置
法
）
の
一
部
が

10
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
の
に

伴
う
政
令
の
改
正
。

　

こ
れ
ま
で
、
電
力
を
大
量
に
消

費
し
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す
事

業
者
に
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
賦
課
金
が
一

律
８
割
減
免
さ
れ
て
い
た
。
今

回
、
政
令
の
改
定
に
伴
い
、
農
業

を
含
む
製
造
業
と
そ
れ
以
外
の
業

種
で
減
免
率
を
分
け
る
よ
う
に
し

た
。
率
は
、製
造
業
な
ど
が
８
割
、

そ
れ
以
外
が
４
割
の
減
免
に
な
っ

た
。
さ
ら
に
、
こ
の
減
免
の
認
定

を
受
け
た
事
業
者
で
あ
っ
て
も
、

省
エ
ネ
の
取
り
組
み
が
不
十
分
な

（
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
優
良

基
準
に
適
合
し
な
い
）
場
合
は
、

減
免
率
が
引
き
下
げ
ら
れ
る
。

水
道
の
発
電
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
調
査

　

２
０
１
６
年
９
月
、
環
境
省
と

厚
生
労
働
省
は
「
水
道
施
設
へ
の

小
水
力
発
電
の
導
入
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
調
査
」
の
結
果
を
公
表
し
た
。

標
高
の
高
低
差
を
利
用
す
る
水
道

施
設
な
ど
に
、
小
規
模
発
電
設
備

を
導
入
し
た
場
合
、
ど
の
程
度
の

電
力
が
得
ら
れ
る
か
と
い
っ
た
こ

と
を
全
国
規
模
で
調
査
し
た
。

　

水
道
事
業
者
な
ど
を
対
象
に
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
一
次
調
査

と
、
そ
れ
に
基
づ
く
詳
細
な
二
次

調
査
の
結
果
、
発
電
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
が
あ
る
導
入
候
補
地
を
全
国
で

５
６
３
カ
所
抽
出
し
、
そ
の
発
電

出
力
の
総
量
は
約
１
万
９
０
０
０

㌔
㍗
と
試
算
し
た
。
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
２

）
削
減
量
は
年
間
約
９

万
㌧
に
な
る
。
発
電
出
力
20
㌔
㍗

以
上
に
な
る
地
点
は
全
国
で
２
７

４
カ
所
あ
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

ネ
ガ
ワ
ッ
ト
取
引
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改
定

　

２
０
１
６
年
９
月
、
経
済
産
業

省
は
「
ネ
ガ
ワ
ッ
ト
取
引
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
２
０
１
５

年
３
月
策
定
）
を
改
定
し
た
。

　

ネ
ガ
ワ
ッ
ト
と
は
ユ
ー
ザ
ー
の

節
電
行
動
に
よ
り
生
じ
た
電
力
量

の
こ
と
を
意
味
し
、
こ
れ
を
発
電

し
た
電
力
と
同
じ
よ
う
に
売
買
す

る
「
ネ
ガ
ワ
ッ
ト
取
引
市
場
」
の

創
設
が
２
０
１
７
年
中
に
予
定
さ

れ
て
い
る
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
ネ

ガ
ワ
ッ
ト
量
の
評
価
方
法
や
取
引

の
実
務
な
ど
に
つ
い
て
指
針
を
示

す
も
の
。
今
回
の
改
定
で
は
、
ネ

ガ
ワ
ッ
ト
評
価
の
際
の
基
準
と
な

る
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
設
定
方
法
を
変

更
し
た
ほ
か
、
ネ
ガ
ワ
ッ
ト
事
業

者
と
小
売
事
業
者
と
の
間
に
お
け

る
ネ
ガ
ワ
ッ
ト
調
整
金
の
規
定
な

ど
を
追
加
し
た
。

ス
メ
ン
ト
（
調
査
・
予
測
・
評
価
）

の
方
法
を
文
書
に
ま
と
め
、
説
明

会
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
公
表

を
行
い
、
国
・
自
治
体
・
国
民
な

ど
の
意
見
を
聴
取
し
て
方
法
を
決

定
す
る
。
そ
の
後
、
ア
セ
ス
メ
ン

ト
を
実
施
す
る
。

③
準
備
書
の
手
続
き
。
実
施
し
た

ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
結
果
と
環
境
配

慮
の
取
り
組
み
方
を
文
書
に
ま
と

め
、
②
と
同
様
に
公
表
・
意
見
聴

取
を
行
う
。

④
評
価
書
の
手
続
き
。
準
備
書
に

対
し
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
考
慮
し

て
修
正
文
書
を
作
成
し
、
国
な
ど

の
意
見
を
聴
き
、再
度
の
修
正
後
、

確
定
す
る
。
確
定
後
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
で
公
表
す
る
。
こ
の

時
点
で
初
め
て
事
業
を
開
始
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

⑤
報
告
書
の
手
続
き
。
着
工
後
に

行
っ
た
取
り
組
み
や
調
査
の
結
果

を
文
書
に
ま
と
め
、
国
な
ど
に
提

出
す
る
。

ユネスコ／日本ＥＳＤ賞

　

調
査
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
り
２
０
１
６
年
９
月
に

実
施
。
エ
リ
ア
は
沖
縄
電
力

管
内
を
除
く
全
国
。
電
力
小

売
り
自
由
化
の
認
知
度
は
全

体
で
90
・
６
％
（
内
容
を
詳

し
く
知
っ
て
い
る
＝
６
・
０

％
、
内
容
を
知
っ
て
い
る
＝

20
・
８
％
、
聞
い
た
こ
と
が

あ
り
、
内
容
は
な
ん
と
な
く

知
っ
て
い
る
＝
40
・
６
％
、

聞
い
た
こ
と
は
あ
る
が
、
内

容
は
知
ら
な
い
＝
23
・
２

％
）、「
聞
い
た
こ
と
が
な
い
」

は
９
・
４
％
だ
っ
た
。

　

た
だ
、
自
由
化
に
伴
っ
て

電
気
の
購
入
先
や
料
金
プ
ラ

ン
を
変
更
し
た
消
費
者
は
、

９
・
８
％
に
と
ど
ま
っ
た
。

購
入
先
を
変
更
し
な
い
理
由

と
し
て
は
「
メ
リ
ッ
ト
が
よ

く
わ
か
ら
な
い
」（
44
・
０

％
）、「
な
ん
と
な
く
不
安
」

（
37
・
３
％
）
が
上
位
の
回

答
だ
っ
た
。

　

購
入
先
や
料
金
プ
ラ
ン
を

変
更
し
た
消
費
者
に
向
け
た

質
問
で
は
、
変
更
後
に
自
身

の
生
活
に
何
ら
か
の
変
化
が

あ
っ
た
と
す
る
回
答
が
57
・

７
％
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
の

上
位
２
つ
は
「
節
電
意
識
が

高
ま
っ
た
」（
26
・
６
％
）

と「
電
気
料
金
が
安
く
な
り
、

ほ
か
の
こ
と
に
お
金
を
使
え

る
よ
う
に
な
っ
た
」（
26
・

０
％
）
だ
っ
た
。

園
児
ま
で
が
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｃ

Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
の
示
す
表
示
を
見
な

が
ら
省
エ
ネ
活
動
を
実
践
し
て

い
る
。
こ
れ
は
わ
か
り
や
す
い

情
報
と
明
確
な
ル
ー
ル
を
提
示

で
き
れ
ば
、
誰
も
が
「
上
手
に

使
う
」
こ
と
が
可
能
に
な
る
と

認
識
で
き
た
事
例
で
あ
る
。

　

自
動
化
の
技
術
開
発
や
商
品

化
の
効
果
は
期
待
で
き
る
。
そ

の
一
方
で
人
の
意
識
改
革
が
進

め
ば
よ
り
大
き
な
効
果
が
加
わ

る
。
す
べ
て
は
人
が
か
か
わ
っ

て
い
る
も
の
だ
か
ら
だ
。

　
　
　

　
　
　
　

　

パ
リ
協
定
が
順
守
さ
れ
て

も
、
地
球
温
暖
化
の
ス
ピ
ー
ド

は
少
し
落
ち
着
く
程
度
だ
と
す

る
見
解
も
あ
る
。
パ
リ
協
定
の

活
動
が
開
始
さ
れ
る
２
０
２
０

年
で
な
く
、
明
日
で
な
く
、
今

何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
実
行

す
る
│
│
そ
れ
が
、
人
が
豊
か

に
暮
ら
せ
る
地
球
環
境
を
次
世

代
に
残
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

私
た
ち
の
使
命
と
考
え
る
。

容
が
細
か
く
記
さ
れ
て
い
る
。
例

え
ば
第
７
条
で
は
、
文
書
（
方
法

書
）
を
作
成
し
た
事
業
者
が
１
カ

月
間
、
そ
れ
を
要
約
と
共
に
誰
も

が
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
公
表
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
定
め
る
。

　

法
が
定
め
る
手
続
き
は
大
き
く

ト
の
手
続
き
を
定
め
、
ア
セ
ス
メ

ン
ト
の
結
果
を
そ
の
事
業
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
で
、
環
境
に
十
分
配

慮
し
た
事
業
を
行
わ
せ
る
の
が
法

律
の
目
的
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り

開
発
に
よ
る
環
境
へ
の
悪
影
響
を

未
然
に
防
ぐ
。

　

よ
っ
て
条
文
に
も
手
続
き
の
内

　

１
９
９
３
年
に
制
定
さ
れ
た

「
環
境
基
本
法
」
に
、
国
が
環
境

ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
推
進
す
る
よ
う

求
め
る
条
文
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

そ
れ
に
応
じ
る
か
た
ち
で
１
９
９

７
年
６
月
に
成
立
し
た
の
が
「
環

境
影
響
評
価
法
」（
通
称
「
環
境

ア
セ
ス
メ
ン
ト
法
」
ま
た
は
「
環

境
ア
セ
ス
法
」）
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
内
容
の
見
直
し
が
行

わ
れ
、
後
述
す
る
配
慮
書
や
報
告

書
の
手
続
き
を
盛
り
込
ん
だ
改
正

法
が
２
０
１
１
年
４
月
に
成
立
し

た
。
翌
年
４
月
に
一
部
施
行
、
２

０
１
３
年
４
月
に
完
全
施
行
と
な

っ
た
。
対
象
と
な
る
事
業
は
、
道

路
や
ダ
ム
、
鉄
道
、
空
港
、
発
電

所
な
ど
13
種
で
、
規
模
の
大
小
な

ど
に
よ
り
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が

必
要
か
否
か
を
分
け
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
開
発
事

業
に
つ
い
て
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン

人がつくり、人が使う
すべてに人がかかわるから
人による温暖化対策を

開発による環境への悪影響を未然に防ぐ
〈 環 境 影 響 評 価 法 〉

　環境アセスメント（環境影
響評価）とは、主に大規模な
開発事業を実施する前に、周
囲の環境に及ぼす影響を調
査・予測・評価して、その結
果を公表し、各方面からの意
見を聴いて、それを踏まえた
事業計画を作成すること。こ
れを国の制度として定めた法
律が「環境影響評価法」だ。

ポイント解説

環境の法律

第6回
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
法

家庭用電力の小売り自由化 認知度調査
問： あなたは、「家庭用（低圧電力区分の事業者
含む）電力の小売り自由化」について、どの
程度ご存じですか。

eco topicseco topics

環境アセスメント法の定める手続きの主な流れ

一定規模の以下の事業。道路、ダムなど河川関連の開発、鉄道、
飛行場、発電所、廃棄物最終処分場、埋め立て・干拓、土地区
画整理事業、新住宅市街地開発事業、工業団地造成事業、新都
市基盤整備事業、流通業務団地造成事業、宅地造成事業など

　

２
０
１
６
年
10
月
、
経
済
産
業
省
の
電
力
・
ガ
ス
取
引

監
視
等
委
員
会
は
、
同
年
４
月
か
ら
始
ま
っ
た
電
力
小
売

り
自
由
化
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
公
表

し
た
。
開
始
か
ら
半
年
で
９
割
以
上
の
消
費
者
が
自
由
化

を
認
知
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

テッくん

Ｑ
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
っ
て

な
に
？

Ｑ
違
う
会
社
か
ら
買
っ
た
ら

電
気
の
質
は
変
わ
る
？

　２０１６年４月から始まった電力自由化。なんとなく理解
しているけれど、今さら聞けないこともあるハズ。その
ぼんやりした疑問に答える第３回目。今回は、自由化に
欠かせない計器と契約変更後の電気の質について。

電
力
自
由
化

　

電
気
の
購
入
先
を
変
更
し
て
も
、
供
給
の
安
定
性

は
変
わ
ら
な
い
。
自
由
化
さ
れ
て
も
、
電
気
を
届
け

る
送
配
電
網
は
、
今
ま
で
と
同
じ
設
備
を
使
う
の

で
、
基
本
的
に
送
ら
れ
て
く
る
電
気
の
質
は
同
じ
な

ん
だ
。
契
約
変
更
を
し
た
途
端
、
そ
れ
が
理
由
で
停

電
が
多
く
な
っ
た
り
、
電
灯
の
ち
ら
つ
き
が
増
え
る

と
い
っ
た
こ
と
は
、
な
い
と
思
っ
て
い
い
。

　

契
約
し
た
小
売
電
気
事
業
者
が
予
定
し
た
電
力
を

用
意
で
き
な
い
と
き
や
、
倒
産
し
て
し
ま
う
と
い
っ

た
何
ら
か
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
場
合
で
も
、
地

域
の
電
力
会
社
が
不
足
分
を
融
通
す
る
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
体
制
が
あ
る
。
電
力
自
由
化
は
そ
う
し
た
万
が
一

の
事
態
も
想
定
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
ん
だ
。

　

従
来
の
ア
ナ
ロ
グ
方
式
で
は
な
く
、
デ
ジ
タ
ル
方

式
で
自
動
計
測
す
る
次
世
代
型
の
電
力
量
計
。
通
信

機
能
な
ど
を
備
え
「
電
気
の
見
え
る
化
」
に
も
役
立

つ
。
小
売
電
気
事
業
者
は
、
こ
こ
で
計
測
し
た
使
用

量
を
も
と
に
電
気
料
金
を
算
出
す
る
。

　

さ
ら
に
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
は
30
分
ご
と
に
使
用

量
を
検
針
す
る
た
め
、
消
費
者
の
電
気
の
使
用
傾
向

を
把
握
す
る
こ
と
も
可
能
だ
。
そ
う
し
た
デ
ー
タ
を

活
用
す
れ
ば
、
個
々
の
消
費
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
合
っ
た
料
金
プ
ラ
ン
を
設
定
す
る
こ
と
も
で
き
る

よ
う
に
な
る
ん
だ
。

日本テクノキャラクター

避
け
ら
れ
な
い
温
暖
化
に
適
応
し
て
い
く
た
め
の
情
報
サ
イ
ト

　

２
０
１
６
年
８
月
、
環
境
省
は
地
球
温
暖
化
が
も

た
ら
す
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
の
「
適
応

策
」
に
関
す
る
情
報
を
、
一
元
的
に
発
信
す
る
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
を
開
設
し
た
。
名
称
は
「
気
候
変
動
適

応
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」。

温
暖
化
が
も
た
ら
す
異
常
気
象
な
ど
変
化
す
る
気
候

の
状
況
に
人
々
の
生
活
を
う
ま
く
適
応
さ
せ
て
い
く

た
め
の
多
様
な
情
報
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
。

　

掲
載
さ
れ
て
い
る
内
容
は
、
都
道
府
県
別
の
気
温

や
降
水
量
変
化
と
い
っ
た
気
候
変
動
デ
ー
タ
、
そ
れ

に
伴
う
農
作
物
の
収
量
変
化
や
熱
中
症
搬
送
者
数
と

い
っ
た
影
響
の
デ
ー
タ
、
そ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め

の
国
や
自
治
体
の
適
応
計
画
と
い
っ
た
も
の
。

　

そ
の
ほ
か
、
関
連
ニ
ュ
ー
ス
、
普
及
啓
発
の
た
め

の
動
画
、
関
連
文
献
の
一
覧
、
適
応
へ
の
取
り
組
み

事
例
紹
介
な
ど
も
あ
る
。
個
人
向
け
コ
ー
ナ
ー
に
は

水
不
足
に
備
え
た
普
段
か
ら
の
節
水
の
や
り
方
、
熱

中
症
に
な
っ
た
と
き
の
対
処
方
法
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー

テ
ン
に
よ
る
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
な
ど
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
。

の

Ａ Ａ

※手続きは原則として事業を実施する事業者自らが行う。

対
象
の
事
業

場所や規模なども含めた事業の検討段階で環境保
全のための配慮事項を検討し、結果をまとめた文書
（配慮書）を作成し、公表する
→国・自治体・国民などの意見を聴く

配慮書

アセスメントの結果を示し、環境配慮の取り組み方
をまとめた文書（準備書）を作成する
→国・自治体・国民などの意見を聴く（説明会やイ
ンターネットでの公表も行う）

準備書

どのような方法で環境アセスメント（調査・予測・評価）
をするかを記した文書（方法書）を作成し、公表する
→国・自治体・国民などの意見を聴く（説明会やイ
ンターネットでの公表も行う）

方法書

準備書に対して寄せられた意見を考慮して修正した
文書（評価書）を作成する
→国などの意見を聴き、再度修正したあと確定する。
確定後、インターネットなどで公表する

評価書

着工後に行った取り組みや調査の結果をまとめた文
書（報告書）を作成する
→国などに提出する

報告書

環境アセスメントの実施

事業の実施

（％）【回答】

全
体

九
州

四
国

中
国

関
西

北
陸

中
部

東
京

東
北

北
海
道

※
経
済
産
業
省
発
表
資
料
よ
り
作
成 （各電力管内）

〈
認 

知
〉

聞
い
た
こ
と
が
あ

り
、内
容
は
な
ん
と

な
く
知
っ
て
い
る

聞
い
た
こ
と
は
あ

る
が
、内
容
は
知
ら

な
い

内
容
を
知
っ
て
い
る

内
容
を
詳
し
く

　
　

知
っ
て
い
る

聞
い
た
こ
と
が

な
い

42.1

12.9

5.1

29.2

10.7

41.3

17.0

4.5

27.8

9.4

41.0

23.2

6.7

23.1

6.0

43.9

20.9

4.7

21.2

9.3

44.7

14.7

3.8

26.7

10.1

38.7

18.1

4.4

28.3

10.5

39.6

12.4

7.4

28.2

12.4

40.8

24.2

6.9

20.2

7.8

40.6

20.8

6.0

23.2

9.4

42.5

12.9

7.5

26.9

10.2
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家屋の熱の流出入の割合樹脂窓とは

report─ on the Eco Spot

　

窓
の
ガ
ラ
ス
は
複
層
や
低
放
射

と
い
っ
た
省
エ
ネ
対
応
の
も
の
が

一
般
化
し
て
き
た
が
、
問
題
は
枠

に
あ
る
。
日
本
の
サ
ッ
シ
の
大
半

は
枠
が
ア
ル
ミ
で
で
き
て
い
る

が
、
そ
の
熱
伝
導
率
は
ア
ル
ミ
と

樹
脂
で
約
１
４
０
０
倍
も
異
な

る
。
だ
が
樹
脂
の
普
及
は
進
ん
で

お
ら
ず
、
６
割
を
超
え
る
欧
米
に

対
し
、
日
本
は
15
％
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。

　
　
　
　

　
　
　
　

　

Ｙ
Ｋ
Ｋ 

Ａ
Ｐ
は
１
９
８
３
年

　

Ｙ
Ｋ
Ｋ 

Ａ
Ｐ
株
式
会
社
は

「
窓
」
を
中
心
に
、
各
種
建
築
用

製
品
を
通
し
て
暮
ら
し
に
先
進
の

快
適
性
を
届
け
て
い
る
。

　
「
消
費
者
に
申
し
分
の
な
い
品

質
を
安
定
し
て
提
供
す
る
に
は
最

も
適
し
た
材
料
を
原
料
か
ら
つ
く

る
」
と
い
う
Ｙ
Ｋ
Ｋ
グ
ル
ー
プ
の

創
業
者
・
吉
田
忠
雄
氏
の
考
え
に

よ
り
原
材
料
だ
け
で
な
く
工
作
機

械
か
ら
自
社
製
造
。
さ
ら
に
受
注

か
ら
現
場
納
入
ま
で
一
貫
し
て
管

理
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
他
社

に
先
駆
け
つ
く
り
上
げ
た
。

　
　
　
　

　
　
　
　

　

日
本
の
窓
は
断
熱
性
能
が
相
対

的
に
低
く
、
性
能
に
大
き
な
課
題

が
あ
る
。
冬
に
暖
房
の
熱
が
逃
げ

る
割
合
は
52
％
、
夏
の
冷
房
中
に

入
っ
て
く
る
割
合
は
74
％
（
図
参

照
。
同
社
調
べ
）
に
も
及
ぶ
と
い

い
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
で
大
き
な

ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る
冷
暖
房
の
負

荷
低
減
に
は
、
熱
の
出
入
り
が
大

き
い
窓
の
断
熱
性
能
を
上
げ
る
こ

と
が
重
要
だ
。

か
ら
「
樹
脂
窓
」
の
販
売
を
開
始
。

２
０
０
９
年
か
ら
は
高
性
能
樹
脂

窓
「
Ａ
Ｐ
Ｗ
３
３
０
」
を
展
開
し

て
お
り
、
政
府
も
こ
れ
を
後
押
し

す
る
。
２
０
１
４
年
に
施
行
さ
れ

た
改
正
省
エ
ネ
法
で
は
、
窓
な
ど

の
建
材
も
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
制
度

の
対
象
と
し
、
２
０
２
０
年
ま
で

に
住
宅
の
省
エ
ネ
基
準
へ
の
適
合

を
義
務
化
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

　

同
社
は
窓
の
重
要
性
を
多
く
の

利
用
者
へ
伝
え
る
た
め
、
生
活
者

検
証
に
よ
る
商
品
開
発
に
力
を
入

れ
る
。
同
社
の
技
術
の
総
本
山
、

富
山
県
黒
部
市
に
あ
る
「
価
値
検

証
セ
ン
タ
ー
」
で
は
実
際
の
環
境

を
想
定
し
た
検
証
や
解
析
に
加

え
、
モ
ニ
タ
ー
に
商
品
を
使
っ
て

も
ら
い
、
生
活
者
視
点
の
意
見
を

蓄
積
。
そ
こ
か
ら
潜
在
ニ
ー
ズ
を

発
見
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
使
い

や
す
く
進
化
さ
せ
て
快
適
な
暮
ら

し
を
形
に
し
て
提
供
す
る
。

　

20
年
以
上
前
に
建
築
さ
れ
た
日

本
の
家
が
断
熱
性
の
高
い
樹
脂
窓

に
な
れ
ば
、
３
３
０
０
万
㌧
の
二

酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
の
排
出
を

抑
え
る
こ
と
に
な
り
、
日
本
中
の

全
国
民
が
一
人
当
た
り
20
本
の
ス

ギ
を
50
年
育
て
て
い
く
の
と
同
じ

削
減
効
果
に
な
る
と
い
う
。

　
　
　
　

　
　
　
　

　

社
会
全
体
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
削
減

に
貢
献
す
る
こ
と
が
責
務
と
考
え

る
Ｙ
Ｋ
Ｋ 

Ａ
Ｐ
。〝
商
品
〞
だ
け

で
な
く
〝
モ
ノ
づ
く
り
〞
の
過
程

で
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
「
見
え
る

化
」
や
待
機
電
力
の
削
減
、 

工
場

内
の
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な
ど
を
推

進
。
さ
ら
に
、
材
料
の
調
達
か
ら

製
造
、
使
用
、
廃
棄
ま
で
の
事
業

領
域
に
お
い
て
も
環
境
影
響
項
目

を
掲
げ
、
環
境
政
策
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
。
住
ま
い
の
あ
り
方

が
変
わ
り
、
窓
に
求
め
ら
れ
る
役

割
も
変
わ
っ
て
き
た
が
、
同
社
が

追
求
し
て
き
た
〝
モ
ノ
づ
く
り
〞

へ
の
こ
だ
わ
り
は
変
わ
ら
な
い
。

「窓」で見晴らす環境配慮
樹
脂
窓
が
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減

 

継
続
が
理
解
力
を
深
め
る

　

千
葉
県
木
更
津
市
の
市
立
金
田

小
学
校
で
は
、20
年
ほ
ど
前
か
ら
、

東
京
湾
最
大
規
模
の
広
さ
を
持
つ

盤
州
干
潟
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

１
・
２
年
生
の
学
習
テ
ー
マ
は

「
干
潟
を
楽
し
む
」
こ
と
。
３
・

４
年
生
で
は
、「
干
潟
を
知
る
」

こ
と
を
課
題
に
、
干
潟
に
棲
む
生

物
の
特
徴
を
調
べ
て
手
づ
く
り
の

生
物
図
鑑
を
つ
く
る
。さ
ら
に
５
・

６
年
生
で
は
「
干
潟
へ
の
理
解
を

深
め
る
」
た
め
に
、
盤
州
干
潟
と

他
エ
リ
ア
の
干
潟
を
比
較
し
、
そ

こ
か
ら
世
界
の
環
境
問
題
に
つ
い

て
も
調
査
の
対
象
を
広
げ
る
。
子

ど
も
た
ち
は
６
年
間
の
段
階
的
な

体
験
を
通
し
て
、
盤
州
干
潟
が
持

つ
豊
か
な
生
態
系
や
特
性
を
深
く

理
解
し
て
い
く
。

　

岩
手
県
北
上
市
の
県
立
黒
沢
尻

工
業
高
等
学
校
は
、
近
隣
の
小
中

学
校
へ
理
科
の
出
前
授
業
を
行
っ
て

い
る
。
出
張
し
て
小
中
学
生
た
ち
に

教
え
る
の
は
高
校
生
だ
。

　

先
生
役
を
務
め
る
生
徒
に
と
っ
て

一
番
の
成
果
は
「
教
え
る
楽
し
さ
」

を
知
る
こ
と
。
子
ど
も
た
ち
に
理
解

し
て
も
ら
う
に
は
、
ま
ず
教
え
る
側

が
内
容
を
深
く
理
解
す
る
必
要
が
あ

る
。
つ
ま
り
、
し
っ
か
り
と
し
た
学

習
の
習
慣
が
身
に
つ
い
て
い
る
こ
と

が
前
提
と
な
る
。
出
前
授
業
を
行
う

に
は
授
業
内
容
に
対
す
る
反
省
と
改

善
の
繰
り
返
し
が
大
切
で
あ
り
、
そ

れ
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
卒
業
時
に

は
自
ら
物
事
に
取
り
組
む
姿
勢
が
形

成
さ
れ
る
。
さ
ら
に
こ
の
授
業
で
使

用
し
た
生
徒
手
づ
く
り
の
実
験
道
具

　

東
京
都
墨
田
区
に
あ
る
江

戸
東
京
博
物
館
は
、
江
戸
東

京
の
歴
史
と
文
化
を
振
り
返

り
、
未
来
の
都
市
と
生
活
を

考
え
る
場
と
し
て
１
９
９
３

年
に
開
館
し
た
。
常
設
展
で

は
、
徳
川
家
康
が
江
戸
に
入

府
し
て
か
ら
の
約
４
０
０
年

間
を
実
物
資
料
や
復
元
模
型

な
ど
を
用
い
て
紹
介
。
年
数

回
開
催
さ
れ
る
特
別
展
、
講

座
や
体
験
教
室
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
が
実
施
さ
れ
て

い
る
。
今
回
は
江
戸
時
代
の

循
環
型
社
会
に
つ
い
て
、
学

芸
員
の
小
酒
井
大
悟
さ
ん
に

話
を
伺
っ
た
。

　
　
　
　
　

　

１
５
９
０
年
、
関
東
に
入

っ
た
家
康
は
江
戸
を
本
拠
地

と
し
、
１
６
０
３
年
に
幕
府

を
開
く
。
江
戸
の
都
市
開
発

を
進
め
る
た
め
、
日
本
橋
を

中
心
に
堀
や
道
を
設
け
、
江

戸
城
の
周
囲
を
、
武
家
や
町

人
、
寺
社
の
居
所
と
定
め
、

「
町
割
り
」
を
行
っ
た
。

　

庶
民
の
多
く
は
江
戸
の
町

の
約
２
割
に
当
た
る
地
域
に

長
屋
と
い
う
住
居
で
暮
ら
し

て
い
た
。
長
屋
の
内
部
は
複

数
の
住
戸
に
仕
切
ら
れ
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
２
〜
３
名

ほ
ど
の
世
帯
が
生
活
。
大
工

の
よ
う
な
職
人
や
棒
手
振
り

の
小
商
人
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
職
業
の
人
々
が
助
け
合
い

な
が
ら
暮
ら
し
て
い
た
。
そ

こ
で
は
井
戸
や
ご
み
溜
め
、

雪
隠
と
呼
ば
れ
る
手
洗
い
場

を
共
同
で
使
用
す
る
。
今
も

使
わ
れ
る
「
井
戸
端
会
議
」

と
い
う
言
葉
は
、
長
屋
で
暮

ら
す
人
々
が
井
戸
の
周
り
で

世
間
話
を
し
た
こ
と
に
由
来

し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

　

こ
う
し
た
暮
ら
し
の
中
に

定
着
し
て
い
た
の
が
、
徹
底

し
た
リ
サ
イ
ク
ル
だ
。
江
戸

は
大
消
費
地
で
あ
り
、
当
時

は
資
源
が
少
な
か
っ
た
た

め
、
も
の
を
大
切
に
す
る
習

慣
が
身
に
つ
い
て
い
た
。
例

え
ば
雪
隠
に
溜
ま
っ
た
屎し

尿

は
、
近
郊
農
村
の
農
民
が
買

い
取
っ
た
。
こ
れ
を
肥
料
と

し
て
生
産
し
た
農
作
物
は
江

戸
に
販
売
さ
れ
た
。

　

金
物
や
衣
類
な
ど
多
く
の

日
用
品
も
再
利
用
さ
れ
る
。

着
物
は
古
着
売
り
な
ど
か
ら

買
っ
た
の
ち
、
自
身
で
修
繕

や
補
強
を
入
れ
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
何
度
も
仕
立
て
直

し
や
、
縫
い
目
を
ほ
ど
き
反

物
に
戻
し
て
か
ら
洗
濯
す
る

洗
い
張
り
を
し
た
。
使
い
古

し
た
着
物
は
、
端
切
れ
に
し

て
お
む
つ
や
雑
巾
、
か
ま
ど

の
焚
き
つ
け
と
し
て
使
用
。

そ
の
灰
は
「
灰
買
い
」
と
い

う
業
者
に
回
収
さ
れ
、
肥
料

や
焼
き
物
の
釉
薬
と
し
て
活

用
さ
れ
た
。

　
「
当
時
の
人
々
は
地
球
環

境
を
考
え
て
、
も
の
を
再
利

用
・
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
た

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も

し
簡
単
に
資
源
が
手
に
入
っ

て
い
れ
ば
、
循
環
型
と
さ
れ

る
社
会
は
成
立
し
て
い
な
か

っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で

も
、
も
の
が
溢
れ
た
現
代
に

生
き
る
私
た
ち
が
、
彼
ら
の

も
の
を
大
切
に
す
る
姿
勢
を

振
り
返
る
価
値
は
あ
る
」
と

小
酒
井
さ
ん
は
話
す
。

　

高
度
経
済
成
長
期
以
降
、

日
本
で
は
「
消
費
は
美
徳
」

と
さ
れ
、
お
金
さ
え
払
え
ば

何
で
も
手
に
入
る
時
代
と
な

っ
た
。
そ
れ
で
も
現
代
に
生

き
る
私
た
ち
に
は
「
も
っ
た

い
な
い
」
と
い
う
精
神
が
根

づ
い
て
い
る
。
そ
れ
は
江
戸

時
代
か
ら
引
き
継
が
れ
た
心

な
の
か
も
し
れ
な
い
。
も
の

が
大
量
生
産
さ
れ
る
一
方

で
、
再
利
用
の
活
動
も
広
が

る
昨
今
。
そ
の
活
動
の
源
泉

は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
こ
の

博
物
館
で
見
つ
け
ら
れ
る
。

顧か
え
り

み
る
！ 

江
戸
の
循
環
型
社
会

「継続」と「地域連携」で広がる環境意識

──江戸東京博物館──

は
小
中
学
校
に
寄
贈
す
る
。
出
前
授

業
が
生
徒
の
学
習
意
欲
を
高
め
る
と

と
も
に
、
地
域
全
体
の
環
境
教
育
の

向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。

 

地
域
の
財
産
を
子
ど
も
た
ち
へ

　

地
域
住
民
と
の
連
携
や
周
囲
の
自

然
環
境
と
の
強
い
つ
な
が
り
も
多
く

の
教
育
機
関
で
み
ら
れ
た
。

　

岐
阜
県
関
市
に
あ
る
市
立
洞
戸
中

学
校
（
現
・
板
取
川
中
学
校
）
で

は
、
地
元
木
材
店
の
店
主
を
講
師
に

迎
え
、
生
徒
が
山
林
で
の
間
伐
作
業

を
体
験
す
る
。
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使

っ
た
伐
採
な
ど
、
経
験
豊
か
な
専
門

家
な
ら
で
は
の
授
業
が
展
開
さ
れ
て

い
る
。
岐
阜
県
で
は
、
地
域
環
境
へ

の
関
心
・
理
解
を
深
め
、
地
域
の
将

来
を
支
え
る
子
ど
も
の
育
成
を
目
的

に
、
県
を
あ
げ
て
、
講
師
の
派
遣
や

プ
ロ
グ
ラ
ム
紹
介
な
ど
の
支
援
を
行

っ
て
い
る
。

　

地
域
と
連
携
を
通
し
た
授
業
を
続

け
る
こ
と
で
、
学
校
の
授
業
だ
け
で

は
知
り
え
な
い
、
産
業
や
自
然
環
境

な
ど
、
い
わ
ば
地
域
の
財
産
と
も
い

え
る
も
の
が
体
験
を
通
じ
て
子
ど
も

た
ち
に
伝
え
ら
れ
る
。
学
校
全
体
と

し
て
も
、
専
門
知
識
の
蓄
積
や
、
授

業
の
質
の
向
上
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　
　
　
　

　
　
　
　

　

い
ず
れ
は
卒
業
を
迎
え
る
子
ど
も

た
ち
だ
が
、
環
境
教
育
で
培
っ
た
地

域
と
の
結
び
つ
き
や
愛
着
、
身
に
つ

い
た
知
識
が
途
切
れ
る
こ
と
は
な

い
。
子
ど
も
た
ち
は
成
長
し
て
、
環

境
意
識
を
地
域
に
還
元
し
、
さ
ら
な

る
広
が
り
を
生
む
と
い
う
新
た
な

「
継
続
」
が
も
た
ら
さ
れ
る
か
ら
だ
。

環境活動を推進する企業の物語

第17話　YKK AP 株式会社

（化学同人　2000円＋税）

気候を人工的に操作する　地球温暖化に挑むジオエンジニアリング
水谷 広 著

拙
策
が
笑
え
な
い
深
刻
な
事
態
に
警
告

Environmental Information

　

本
紙
で
は
２
０
１
１
年
春
季
・
24
号
よ
り
「
日
本
の
環
境
教
育
」
と
題
し
て
全
国
各
地
の

小
・
中
・
高
・
大
学
で
の
環
境
教
育
の
実
例
を
紹
介
し
て
き
た
。
多
く
の
事
例
に
共
通
し
て

み
ら
れ
た
の
が
、「
継
続
」
が
も
た
ら
す
子
ど
も
た
ち
の
変
化
や
成
長
だ
っ
た
。
１
年
間
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
超
え
た
学
習
の
継
続
、
卒
業
生
か
ら
引
き
継
が
れ
る
学
習
成
果
、
学
年
の

枠
を
ま
た
ぎ
知
識
を
継
承
し
共
有
す
る
合
同
授
業
な
ど
だ
。
そ
こ
に
地
元
地
域
の
協
力
や
連

携
も
加
わ
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
環
境
意
識
は
大
き
く
育
ち
、
広
が
っ
て
い
た
。

　

ジ
オ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
と

は
、温
暖
化
を
抑
制
す
る
た
め
、

地
球
の
気
候
シ
ス
テ
ム
を
人
工

的
に
改
変
し
よ
う
と
す
る
技
術

や
そ
の
試
み
の
こ
と
。
太
陽
と

地
球
の
間
に
小
惑
星
を
運
び
、

そ
れ
を
砕
い
て
ば
ら
ま
く
こ
と

で
、
太
陽
光
を
遮
り
、
地
球
に

届
く
熱
を
低
く
す
る
と
い
う
奇

抜
な
も
の
か
ら
、
排
出
さ
れ
る

二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
を
捕

集
し
貯
留
す
る
Ｃ
Ｃ
Ｓ
と
い
う

現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
ア
イ
デ
ア
が
提
案
さ
れ
て
い

る
。
本
書
は
そ
う
し
た
ジ
オ
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
技
術
を
「
全

球
工
学
」「
気
候
制
御
」「
捕
集

貯
留
」「
周
辺
領
域
」
に
４
分

類
し
、個
別
に
可
能
性
や
効
果
、

安
全
性
、
課
題
な
ど
を
評
価
し

て
い
る
。

　

た
だ
し
著
者
は
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
の
技
術
に
疑
問
符
を

つ
け
る 

│
│ 

本
書
で
紹
介
し

た
「
と
ん
で
も
な
い
ジ
オ
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
案
」
は
反
面
教

師
で
す
。
こ
の
よ
う
な
提
案
が

真
面
目
に
議
論
さ
れ
て
い
る
ほ

ど
に
現
在
の
暮
ら
し
が
深
刻
な

曲
が
り
角
に
あ
る
こ
と
を
認
め

て
、
私
た
ち
が
こ
の
状
況
を
打

破
す
る
努
力
を
始
め
る
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す

（
２
２
２
〜
２
２
３
頁
）
│
│
。

　

宇
宙
か
ら
レ
ー
ザ
ー
を
照
射

し
て
雲
を
白
く
し
太
陽
光
を
反

射
す
る
、
海
を
か
き
混
ぜ
て
冷

た
い
深
海
水
を
海
面
に
移
動
さ

せ
る
…
…
一
昔
前
な
ら
一
笑
に

付
し
た
プ
ラ
ン
に
も
安
易
に
す

が
っ
て
し
ま
う
状
況
。
読
後
、

そ
の
状
況
を
導
い
た
人
間
の
行

い
を
顧
思
し
た
く
な
る
。

シリーズ

【最終回】 育ちゆく環境への思い

岩手県立黒沢尻工業高等学校の出前授業。

木更津市立金田小学校の干潟でのフィールドワーク。

関市立洞戸中学校（現・板取川中学校）の間伐作業体験。

えどとうきょうはくぶつかん

住所◉東京都墨田区横網1-4-1／電話◉03-3626-9974（代表）／開館時
間◉9:30～17:30（土曜は19:30まで。入館は閉館の30分前まで）／休
館日◉毎週月曜日（月曜が祝日または振替休日の場合はその翌日）、年末年始
／常設展観覧料（特別展は別途料金） ◉一般：600円、大学生・専門学校生：
480円、高校生・中学生（都外）・65歳以上：300円、中学生（都内在学また
は在住）・小学生・未就学児童：無料　※団体割引あり／ホームページ◉http://
www.edo-tokyo-museum.or.jp/

江戸時代の長屋を再現した展示物。

環境体験型
施設ナビ

vol.07

窓のフレームが樹
脂でできているも
のを「樹脂窓」と
いう。熱の伝わり
にくい樹脂素材が
使用され、断熱、
遮熱、気密性に優
れている。

冬

夏

※  YKK AP算出　冬：外気温0.5℃／室温20℃、
夏：外気温33.4℃／室温27℃の場合。

流出する熱

流入する熱
天井・屋根 6%

床 3%

換気
5%

外壁
12%

窓
74%

天井・屋根 5%

床 9%

換気
15%

外壁
19%

窓
52%

http://econews.jp/newspaper/story/eco_story_17.html
http://econews.jp/newspaper/education/index.html
http://econews.jp/newspaper/navi/navi_47.html
http://econews.jp/newspaper/books/books_47.html
http://www.nt-e.jp/
http://econews.jp/
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日本テクノ 営業拠点一覧

本
社
営
業
部

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
１ - 

25 -

１

札
幌
営
業
所

北
海
道
札
幌
市
中
央
区
北
５
条
西
２ -

５

苫
小
牧
営
業
所

北
海
道
苫
小
牧
市
王
子
町
３ -

２ - 

23

秋
田
営
業
所

秋
田
県
秋
田
市
東
通
仲
町
４ -

１

盛
岡
営
業
所

岩
手
県
盛
岡
市
盛
岡
駅
西
通
２ -

９ -

１

仙
台
営
業
所

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
中
央
１ - 

６ -

35

郡
山
営
業
所

福
島
県
郡
山
市
駅
前
２ - 

10 - 

15

新
潟
営
業
所

新
潟
県
新
潟
市
中
央
区
弁
天
３ -

２ -

３

長
岡
営
業
所

新
潟
県
長
岡
市
今
朝
白
１ -

８  - 

18

高
崎
営
業
所

群
馬
県
高
崎
市
八
島
町
２
７
４

宇
都
宮
営
業
所

栃
木
県
宇
都
宮
市
大
通
り
２ -

４ -

３

小
山
営
業
所

栃
木
県
小
山
市
駅
東
通
り
１ -

６ -

９

水
戸
営
業
所

茨
城
県
水
戸
市
城
南
１ -

４ -

７

つ
く
ば
営
業
所

茨
城
県
つ
く
ば
市
竹
園
１ -

６ -

１

熊
谷
営
業
所

埼
玉
県
熊
谷
市
筑
波
２ - 

15

さ
い
た
ま
営
業
所

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
１ -

９ -

４

西
埼
玉
営
業
所

埼
玉
県
入
間
市
豊
岡
１ -

３ - 

18

柏

営

業

所

千
葉
県
柏
市
柏
４ -

８ - 

14

千
葉
営
業
所

千
葉
県
千
葉
市
中
央
区
新
田
町
１ -

１

立
川
営
業
所

東
京
都
立
川
市
曙
町
２ - 

35 -

２

横
浜
営
業
所

神
奈
川
県
横
浜
市
港
北
区
新
横
浜
３ - 

19 - 

11

相
模
原
営
業
所

神
奈
川
県
相
模
原
市
中
央
区
鹿
沼
台
２ - 

17 - 

18

横
須
賀
営
業
所

神
奈
川
県
横
須
賀
市
小
川
町
14 -

１

藤
沢
営
業
所

神
奈
川
県
藤
沢
市
藤
沢
４
８
４ -

１

長
野
営
業
所

長
野
県
長
野
市
栗
田
１
０
０
０ -

１

松
本
営
業
所

長
野
県
松
本
市
深
志
２ -

５ -

２

甲
府
営
業
所

山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内
２ - 

29 -

４

沼
津
営
業
所

静
岡
県
沼
津
市
大
手
町
３ -

８ - 

23

静
岡
営
業
所

静
岡
県
静
岡
市
葵
区
紺
屋
町
17 -

１

浜
松
営
業
所

静
岡
県
浜
松
市
中
区
板
屋
町
１
１
１ -

２

岡
崎
営
業
所

愛
知
県
岡
崎
市
唐
沢
町
11 -

５

名
古
屋
営
業
所

愛
知
県
名
古
屋
市
東
区
葵
３ - 

15 - 

31

金
沢
営
業
所

石
川
県
金
沢
市
本
町
２ - 

15 -

１

岐
阜
営
業
所

岐
阜
県
岐
阜
市
橋
本
町
２ -

８

滋
賀
営
業
所

滋
賀
県
彦
根
市
佐
和
町
11 - 

30

三
重
営
業
所

三
重
県
四
日
市
市
鵜
の
森
１ -

３ - 

20

京
都
営
業
所

京
都
府
京
都
市
中
京
区
烏
丸
通
御
池
下
ル
虎
屋
町
５
６
６ -

１

大
阪
営
業
所

大
阪
府
大
阪
市
北
区
西
天
満
４ - 

14 -

３

堺

営

業

所

大
阪
府
堺
市
堺
区
南
花
田
口
町
２ -

３ - 

20 

神
戸
営
業
所

兵
庫
県
神
戸
市
中
央
区
磯
上
通
８ -

３ -

５

姫
路
営
業
所

兵
庫
県
姫
路
市
南
駅
前
町
１
０
０

島
根
営
業
所

島
根
県
松
江
市
御
手
船
場
町
５
５
３ -

６

岡
山
営
業
所

岡
山
県
岡
山
市
北
区
下
石
井
２ -

１ - 

18

広
島
営
業
所

広
島
県
広
島
市
東
区
若
草
町
12 -

１

山
口
営
業
所

山
口
県
山
口
市
小
郡
高
砂
町
２ -

７

高
松
営
業
所

香
川
県
高
松
市
サ
ン
ポ
ー
ト
２ -

１

松
山
営
業
所

愛
媛
県
松
山
市
一
番
町
３ -

３ -

３

北
九
州
営
業
所

福
岡
県
北
九
州
市
小
倉
北
区
浅
野
２ - 

14 -

１

福
岡
営
業
所

福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
前
１ -

２ -

５

大
分
営
業
所

大
分
県
大
分
市
末
広
町
１ -

１ - 

18

長
崎
営
業
所

長
崎
県
長
崎
市
桜
町
５ -

３

熊
本
営
業
所

熊
本
県
熊
本
市
中
央
区
九
品
寺
２ -

１ - 

24

鹿
児
島
営
業
所

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
中
央
町
18 -

１

沖
縄
営
業
所

沖
縄
県
沖
縄
市
上
地
１ -

１ -

１

０
１
２
０
ー

３
０
８
ー

５
１
２
受
付 

９
時
30
分
〜
17
時
00
分
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

8
面
「
環
境
問
題
常
識
テ
ス
ト
」
の
答
え 

◎ 

Ｑ
１
：
b  

／ 

Ｑ
２
：
d 

／ 

Ｑ
３
：
a 

／ 

Ｑ
４
：
c 
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今
回
は
技
術
サ
ー
ビ
ス
部
静
岡
班
の
班
長
・
児
玉
悠
の
１
日
。
高
校
時

代
は
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
で
全
国
大
会
に
出
場
。
現
状
に
甘
え
る
こ
と
な
く
、

日
々
、
自
問
自
答
し
な
が
ら
業
務
改
善
を
念
頭
に
置
く
入
社
３
年
目
。

工
学
院
大
学 

電
気
シ
ス
テ
ム
工
学
科
卒
業 

２
０
１
４
年
４
月
入
社

技
術
本
部 

技
術
サ
ー
ビ
ス
部

西
日
本
担
当 

第
三
課 

第
一
係 

静
岡
班 

班
長

児
玉 

悠

ONE
DAY

先輩社員の１日

食
で
、好
物
の
カ
ツ
カ
レ
ー
。

Ｂ
社
到
着
。
電
力
デ
ー
タ
の

受
信
不
安
定
を
解
消
す
る
た

め
の
構
内
通
信
機
交
換
。
東

京
電
力
エ
リ
ア
で
は
少
な
い

昇
柱
を
要
す
る
作
業
。
命
綱

の
強
度
や
昇
柱
経
路
を
し
っ

か
り
確
認
し
、
作
業
開
始
。

日
ご
ろ
鍛
え
て
い
な
い
筋
肉

を
使
い
、
体
重
を
支
え
る
足

の
裏
も
痛
い
。

設
置
作
業
は
終
了
。
念
の
た

め
確
認
し
た
保
安
監
視
用
の

Ｅ
Ｓ
に
軽
微
な
改
修
箇
所
が

見
つ
か
り
追
加
工
事
実
施
。

作
業
終
了
。
各
所
へ
の
終
了

報
告
な
ど
を
し
、営
業
所
へ
。

帰
社
。
メ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
、

14:00

高みを目指し、常に自問自答

出
社
。
メ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
確
認
な
ど
。

業
務
打
ち
合
わ
せ
。
こ
の
日

は
浜
松
班
員
と
の
合
同
業

務
。
そ
の
後
、
現
場
へ
。

Ａ
社
到
着
。
契
約
更
新
に
伴

う
Ｅ
Ｓ
交
換
工
事
。
作
業
手

順
や
Ｋ
Ｙ
（
危
険
予
知
）
な

ど
作
業
指
揮
者
と
の
綿
密
な

確
認
後
、
作
業
開
始
。

設
置
作
業
終
了
。
Ｅ
Ｓ
登
録

設
定
、
監
視
セ
ン
タ
ー
へ
作

業
終
了
報
告
、
現
場
の
現
状

復
帰
を
済
ま
せ
、
ユ
ー
ザ
ー

に
終
了
報
告
。

次
の
事
業
場
へ
の
移
動
途
中

に
昼
食
。
い
つ
も
は
愛
妻
弁

当
な
の
だ
が
、
こ
の
日
は
外

08:3009:1009:5011:35

16:0517:00 15:15

納
品
さ
れ
た
部
材
の
確
認
、

在
庫
整
理
、
新
た
に
届
い
た

設
置
伝
票
を
協
力
工
事
店
へ

振
り
分
け
。

終
礼
。
こ
の
日
の
業
務
を
総

括
し
、
良
か
っ
た
点
、
改
善

す
べ
き
点
を
上
長
と
共
有
。

こ
の
日
は
金
曜
日
だ
っ
た
の

で
、
翌
週
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

な
ど
今
後
の
予
定
も
す
り
合

わ
せ
。
安
全
第
一
に
ど
う
す

れ
ば
業
務
効
率
を
上
げ
ら
れ

る
か
話
し
合
う
。

業
務
終
了
。
お
疲
れ
様
で
し

た
！　

今
日
は
昇
柱
作
業
も

あ
っ
て
い
つ
も
よ
り
体
を
よ

く
使
っ
た
。
お
風
呂
が
気
持

ち
い
い
ぞ
！

17:4518:00

日
本
の
た
め
に
、
ユ
ー
ザ
ー
の
た
め
に
、
日
本
テ
ク
ノ
が
で
き
る
こ
と
│
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
へ
の
歩
み
を
紹
介
し
ま
す
。

消費者と築いた信頼の輪は確実に広がっていく
取締役事業部長の佐藤貞和さん。

　

株
式
会
社 

ジ
ェ
イ
エ
イ
あ
ぐ

り
す
か
が
わ
岩
瀬
（
福
島
県
須
賀

川
市
）
が
運
営
す
る
農
産
物
直
売

所
「
は
た
け
ん
ぼ
」
は
Ｊ
Ａ
の
直

売
所
で
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
売

上
を
誇
る
。

　
「
２
０
０
３
年
の
開
業
以
来
、

順
調
に
売
上
を
伸
ば
し
て
き
ま
し

た
が
、
原
発
事
故
は
60
㌔
㍍
離
れ

た
『
は
た
け
ん
ぼ
』
に
と
っ
て
も

大
き
な
打
撃
で
し
た
」（
取
締
役

事
業
部
長
の
佐
藤
貞
和
さ
ん
）。

　

事
故
後
、
福
島
お
よ
び
関
東
周

辺
の
野
菜
や
茶
な
ど
の
農
作
物
で

放
射
性
物
質
が
検
出
さ
れ
た
。
放

射
性
物
質
は
目
に
見
え
な
い
だ
け

に
、
外
見
か
ら
汚
染
を
判
断
で
き

な
い
。
そ
の
結
果
、
福
島
県
の
農

産
物
は
全
国
の
食
卓
か
ら
一
時
消

え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
消
費
者
は

買
わ
な
い
。
生
産
者
も
「
福
島
で

農
業
を
続
け
て
大
丈
夫
な
の
か
」

と
苦
し
む
。
震
災
後
約
半
年
間
、

佐
藤
さ
ん
も
事
業
を
ど
う
続
け
れ

ば
よ
い
か
悩
ん
だ
と
い
う
。

　
「
そ
の
頃
、
福
島
を
応
援
す
る

催
し
に
よ
く
呼
ば
れ
ま
し
た
。
し

か
し
行
っ
て
み
る
と
、
放
射
能
汚

染
の
可
能
性
が
あ
る
か
ら
安
く
売

っ
て
ほ
し
い
と
た
び
た
び
要
求
さ

れ
た
ん
で
す
」。
そ
れ
に
対
し
佐

藤
さ
ん
は
、
配
慮
の
な
い
要
求
に

応
え
る
の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち

の
誇
り
を
取
り
戻
し
、
地
元
で
自

信
を
持
っ
て
農
作
物
を
売
れ
る
仕

組
み
づ
く
り
が
必
要
と
考
え
た
。

　

当
時
の
福
島
県
は
、
放
射
性
物

質
が
土
の
中
に
滞
留
す
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
農
作
業
を
行

わ
な
い
よ
う
通
達
が
出
て
い
た
。

佐
藤
さ
ん
は
ま
ず
県
の
農
業
普
及

所
に
出
向
き
、
市
町
村
単
位
で
土

地
ご
と
に
作
付
け
の
是
非
を
判
断

す
べ
き
で
あ
り
、
収
穫
さ
れ
た
作

物
に
つ
い
て
は
放
射
性
物
質
の
検

査
を
義
務
づ
け
、
基
準
値
以
下
の

農
産
物
の
み
出
荷
す
る
よ
う
、
体

制
を
整
え
る
べ
き
だ
と
訴
え
た
。

　

同
時
に
自
社
の
体
制
整
備
に
も

取
り
組
ん
だ
。
ま
ず
全
品
検
査
を

基
本
に
据
え
る
。
そ
の
う
え
で
国

の
基
準
よ
り
10
倍
厳
し
い
自
主
基

準
を
課
し
た
。
現
在
、
国
は
放
射

性
物
質
の
含
有
量
を
１
㌔
㌘
当
た

り
１
０
０
ベ
ク
レ
ル
以
下
と
し
て

農
産
物
の
出
荷
基
準
を
定
め
て
い

る
が
、「
は
た
け
ん
ぼ
」
で
販
売

さ
れ
る
の
は
同
10
ベ
ク
レ
ル
以
下

の
農
作
物
の
み
だ
。

　
「
事
故
か
ら
６
年
近
く
た
っ
た

今
、
放
射
性
物
質
は
ほ
と
ん
ど
検

出
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
全
品
検
査
は

今
後
も
続
け
ま
す
。
生
産
者
と
消

費
者
の
間
に
私
た
ち
が
立
ち
、
対

面
で
話
す
か
ら
伝
わ
る
し
、
信
じ

て
も
ら
え
る
。
信
用
し
て
く
れ
た

お
客
様
に
は
次
も
買
っ
て
も
ら
え

る
。
そ
う
し
て
で
き
た
信
頼
の
輪

は
広
が
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
決
し

て
小
さ
く
は
な
ら
な
い
と
考
え
、

事
業
を
続
け
て
い
ま
す
」

　

残
念
な
が
ら
福
島
県
産
品
の
購

入
を
控
え
る
人
が
い
る
の
も
事
実

で
あ
る
。
そ
の
一
方
、「
は
た
け

ん
ぼ
」
に
は
県
外
か
ら
の
来
店
客

が
増
え
つ
つ
あ
る
。
信
頼
の
輪
は

着
実
に
広
が
っ
て
い
る
。

テクノユーザー

復興への歩み

30Scene

東京・名古屋で５つの出展計画

ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
〜
焼
肉
ビ
ジ
ネ

ス
フ
ェ
ア
２
０
１
７
in
東
京
」

（
主
催
：
〜
ミ
ー
ト
フ
ー
ド
Ｅ

Ｘ
Ｐ
Ｏ
〜
焼
肉
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ

ア
実
行
委
員
会
）。
続
い
て
、

25
〜
26
日
に
名
古
屋
市
中
小
企

業
振
興
会
館
（
吹
上
ホ
ー
ル
）

で
開
か
れ
る
「
第
53
回
新
春
機

材
展
Ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｔ 
Ｄ
ｏ
ｏ
ｒ

ｓ
２
０
１
７
」（
同
：
株
式
会

社 

光
文
堂
）
へ
の
出
展
。

　

翌
月
の
２
月
に
出
展
す
る
３

つ
の
展
示
会
は
、
い
ず
れ
も
東

京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
が
会
場
に
な

る
。
ま
ず
は
15
〜
17
日
の
３
日

間
で
「
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
２
０
１
７ 

第
41
回
地
球
環
境
と
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
調
和
展
」（
同
：
一
般
財

団
法
人
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ

ー
ほ
か
）。
次
に
、
21
〜
24
日

の
４
日
間
で
開
か
れ
る
「
第
45

回
国
際
ホ
テ
ル
・
レ
ス
ト
ラ
ン
・

シ
ョ
ー
」（
同
：
一
般
社
団
法

人
日
本
能
率
協
会
ほ
か
）。
こ

れ
と
日
程
が
重
な
る
22
日
に
開

催
さ
れ
る
「
第
三
回
旅
館
甲
子

園
」（
同
：
全
国
旅
館
ホ
テ
ル

生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会
青

年
部
）
だ
。

　

日
本
テ
ク
ノ
で
は
、
２
０
１

７
年
１
月
か
ら
２
月
に
か
け
て

５
つ
の
展
示
会
へ
出
展
を
計
画

し
て
い
る
。

　

１
月
は
２
つ
。
最
初
は
18
〜

19
日
に
東
京
の
池
袋
サ
ン
シ
ャ

イ
ン
シ
テ
ィ
文
化
会
館
で
開
催

さ
れ
る
「
第
９
回
〜
ミ
ー
ト
フ

展
示
会

学
び
、
当
社
に
生
か
す
べ
き
点
を
真

剣
に
考
え
ま
し
た
。
ま
た
、
経
済
同

友
会
に
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の

も
昨
年
。
日
本
を
代
表
す
る
経
営
者

の
方
々
か
ら
多
く
の
刺
激
を
得
て
、

自
ら
の
成
長
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
「
出
発
」
の
年
を
経
た

本
年
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
テ
ー
マ
は

「
進
行
」
と
し
ま
し
た
。「
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ 

Ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
ｔ
」
や
「
Ｃ
４
Ｉ
」
な

ど
昨
年
ス
タ
ー
ト
し
た
新
た
な
取
り

組
み
を
よ
ど
み
な
く
進
め
る
年
で

す
。そ
の
た
め
の
新
組
織
と
し
て「
事

業
戦
略
本
部
」
を
立
ち
上
げ
ま
す
。

こ
こ
で
は
お
客
様
と
共
に
成
長
す
る

サ
イ
ト
を
目
指
す
「
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ 

Ｓ

ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
ｔ
」
の
運
営
も
担
当
し
て

い
き
ま
す
。

　

当
社
の
歩
む
２
０
１
７
年
の
「
進

行
」
は
、
お
客
様
の
満
足
を
増
幅
す

る
も
の
で
あ
り
、
当
社
の
企
業
と
し

て
の
拡
充
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、

次
世
代
に
残
す
べ
き
暮
ら
し
や
す
い

地
球
環
境
の
保
全
に
寄
与
す
る
も
の

で
あ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

危
機
感
の
高
ま
り
が
背
景
に
あ
る
と

い
わ
れ
ま
す
。
電
気
を
事
業
と
し
て

い
る
当
社
が
ま
ず
襟
を
正
し
、
無
駄

の
な
い
発
電
、
管
理
、
そ
し
て
さ
ら

な
る
省
エ
ネ
活
動
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
く
所
存
で
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
テ

ー
マ
は
「
出
発
」
で
し
た
。
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
、
社
内
体
制
を
見
直
し
、

よ
り
強
固
な
も
の
へ
と
改
編
し
、
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
年
で
す
。

　

電
力
小
売
り
事
業
の
関
連
と
し
て

は
、
電
力
を
供
給
す
る
企
業
の
、
従

業
員
の
方
々
に
対
す
る
電
力
小
売
り

を
見
据
え
た
「
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ 

Ｃ
ｏ
ｍ

ｐ
ａ
ｎ
ｙ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
始
動

さ
せ
ま
し
た
。
商
品
提
供
の
協
賛
企

業
は
７
０
０
社
を
超
え
、「
Ｇ
Ｉ
Ｆ

Ｔ 

Ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
ｔ
」
と
い
う
名
称

で
近
々
本
格
稼
働
す
る
予
定
で
す
。

　

２
０
１
７
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、

ま
ず
昨
年
４
月
に
起
き
た
熊
本
地
震

で
被
災
さ
れ
た
方
々
へ
、
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
１
日
も

早
い
復
興
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

　

熊
本
地
震
以
外
に
も
、鳥
取
地
震
、

北
海
道
の
台
風
被
害
な
ど
年
間
を
通

し
て
大
雨
や
台
風
、
地
震
に
よ
る
被

害
が
全
国
各
地
で
発
生
し
ま
し
た
。

異
常
気
象
が
異
常
で
は
な
く
な
っ
て

い
る
印
象
で
す
。
そ
れ
は
世
界
で
も

同
様
で
、
大
雨
、
台
風
に
加
え
、
干

ば
つ
な
ど
地
球
温
暖
化
の
影
響
が
深

刻
に
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
11
月
に

異
例
の
早
さ
で
発
効
し
た
パ
リ
協
定

は
、
気
候
変
動
に
対
す
る
世
界
的
な

商
談
に
入
る
前
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン

グ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
の
サ
ポ

ー
ト
シ
ス
テ
ム
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
営
業
部
の
組
織
も
全

国
で
大
き
く
４
区
分
に
整
理
し
ま
し

た
。
意
思
伝
達
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
る

の
が
狙
い
で
す
。
的
確
な
判
断
が
迅

速
に
伝
わ
る
。
権
限
移
譲
と
責
任
の

明
確
化
に
つ
な
が
る
改
編
を
進
め
ま

し
た
。

　

私
自
身
の
昨
年
の
活
動
と
し
て

は
、
経
団
連
の
２
つ
の
海
外
視
察
に

参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
欧
州

訪
問
で
は
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
に
つ
い
て
現
地
で
の
取
り
組
み
を

日本テクノ代表取締役社長 馬本英一

2017年初号に寄せて

年頭あいさつ

日程：2月15日（水）～17日（金）
会場：東京ビッグサイト
主催：一般財団法人省エネルギーセンターほか

ENEX2017 第41回地球環境とエネルギーの調和展

日程：1月18日（水）～19日（木）
会場：池袋サンシャインシティ文化会館
主催：～ミートフードEXPO～ 焼肉ビジネスフェア実行委員会

第9回～ミートフードEXPO～焼肉ビジネスフェア2017in 東京

日程：1月25日（水）～26日（木）
会場：名古屋市中小企業振興会館（吹上ホール）
主催：株式会社 光文堂

第53回新春機材展　Print Doors 2017

日程：2月22日（水）
会場：東京ビッグサイト
主催：全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会青年部

第三回旅館甲子園

日程：2月21日（火）～24日（金）
会場：東京ビッグサイト
主催：一般社団法人日本能率協会ほか

第45回国際ホテル・レストラン・ショー

　

日
本
テ
ク
ノ 

株
式
会
社
は
、
２
０
１
７
年
１
月
か
ら
新
し
い
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ロ

ゴ
マ
ー
ク
を
使
用
す
る
。
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
使
用
し
て
い
た
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
サ
イ
ト

に
新
た
な
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
追
加
し
た
。

本
テ
ク
ノ
パ
ワ
ー 

株
式
会
社
が

あ
る
が
、
い
ず
れ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク

も
全
体
の
意
匠
は
変
更
せ
ず
今
回

の「CO.,LTD.

」の
部
分
を「ENG

」

や
「POWER

」
の
表
記
に
し
て

統
一
感
を
持
た
せ
て
い
る
。

　

ま
た
、
ロ
ゴ
の
新
策
定
と
同
時

に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
一
環
と
し
て
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
新
た
な
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を

追
加
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ

（www.n-techno.co.jp

）
に
加
え
、

「www.ntc.jp

」
と
い
う
シ
ン
プ

ル
な
Ｊ
Ｐ
ド
メ
イ
ン
が
増
え
た

（
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
ド
メ
イ
ン

は
従
来
通
り
）。「ntc

」は「NIHON 
TECHNO CO.,LTD.

」
の
頭
文
字

を
と
っ
た
も
の
だ
。
な
お
、「ntc.
jp

」
を
入
力
す
る
と
「n-techno.

co.jp

」
の
サ
イ
ト
に
飛
ぶ
。
短
い

Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
用
意
す
る
こ
と
で
、
ア

ク
セ
ス
を
よ
り
手
軽
に
し
た
。

「出発」で築いた新たな戦略を
よどみなく「進行」させます

進
行

２
０
１
７
年 

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
テ
ー
マ

新
ロ
ゴ
・
Ｕ
Ｒ
Ｌ 

追
加
！

「CO.,LTD.」の表記がないこれまでのコ
ーポレート・ロゴマークも引き続き使用さ
れる。このロゴマークは主に、日本テクノ
エンジなどの関連会社を含めグループ全
体を表すときに用いられる。

日本テクノ 株式会社で使用する新ロゴマーク。

コーポレート
アイデンティティ

農
産
物
直
売
所
「
は
た
け
ん
ぼ
」
の
外
観
。

電気工事店を営んでいた祖父
の仕事ぶりに憧れ、この道に
進むと決めました。就活はビ
ル管理会社など数社に絞りま
したが、電気工事だけでなく、
発電、小売り、保守、省エネ
と幅広い事業を手がけている
点にひかれ入社を決めました。

最初の配属は東京。先輩への
同行などで少しずつ仕事を覚
えました。静岡班へは２０１６
年４月に異動。１人で任される
仕事が増え、大変さとやりが
いの両面を感じます。今の環
境に甘えず、常に自問自答し
ながら仕事に向かっています。

● 入社動機 ●● 入社してみて ●

12:30

　

社
内
体
制
の
見
直
し

で
は
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
Ｃ

４
Ｉ
」と
い
う
手
法
を
、

運
用
し
始
め
ま
し
た
。

交
通
ル
ー
ル
や
ア
ポ
イ

ン
ト
時
間
を
守
る
な
ど

基
本
的
な
こ
と
か
ら
、

無
駄
を
省
く
効
率
的
な

動
き
へ
の
行
動
管
理
、

　

新
た
に
策
定
し
た
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
・
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、
こ
れ
ま
で

の
「NIHON TECHNO

」
と
い
う

欧
文
文
字
列
の
下
に「CO.,LTD.

」

の
表
記
を
加
え
た
デ
ザ
イ
ン
。
全

体
の
意
匠
は
変
え
ず
に
統
一
性
を

保
っ
た
も
の
に
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
内
の
企
業
に
は
日
本

テ
ク
ノ
エ
ン
ジ 

株
式
会
社
や
日

www.n-techno.co.jp www.ntc.jp＋

http://www.n-techno.co.jp
http://recruit.n-techno.co.jp/employee/
http://econews.jp/newspaper/japan/japan_30.html
http://www.n-techno.co.jp/company/network/index.html
http://cubicle-hoan.jp/
http://www.n-techno.co.jp/company/movie.html
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神奈川県海老名市 ◎ 有限会社 三幸商事

　
「
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
の
ほ
と
ん

ど
の
オ
ー
ナ
ー
が
わ
ず
ら
わ
し

く
感
じ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」

と
話
す
の
は
神
奈
川
県
海
老
名

市
に
あ
る
有
限
会
社 

三
幸
商

事
の
代
表
取
締
役
・
菊
池
寛
さ

ん
。
テ
ナ
ン
ト
へ
の
電
気
料
金

の
請
求
管
理
業
務
が
ビ
ル
オ
ー

ナ
ー
の
悩
み
の
タ
ネ
で
あ
る
こ

と
を
自
身
の
経
験
か
ら
実
感

し
、
口
を
出
た
言
葉
だ
。

　

海
老
名
市
を
中
心
に
十
数
件

の
自
社
所
有
物
件
が
あ
り
、
そ

の
賃
貸
管
理
や
土
地
売
買
な
ど

不
動
産
業
を
営
む
同
社
。
先
代

か
ら
続
く
40
年
以
上
の
実
績
が

あ
る
。

　

そ
の
う
ち
の
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル

運
営
の
中
で
、
電
気
料
金
に
関

し
て
は
、
手
間
が
か
か
る
だ
け

で
な
く
不
安
な
面
も
あ
っ
た
。

ま
ず
毎
月
各
テ
ナ
ン
ト
の
子
メ

ー
タ
ー
を
検
針
し
使
用
量
を
出

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
次
に

基
本
料
金
や
使
用
料
金
単
価
な

ど
を
組
み
合
わ
せ
る
電
力
会
社

の
方
法
に
沿
っ
て
計
算
し
、
料

金
を
算
出
し
て
請
求
書
を
起
こ

す
。
そ
の
計
算
方
法
が
、
電
気

の
専
門
家
で
は
な
い
だ
け
に
自

信
が
持
て
な
か
っ
た
。

煩雑作業が不要になり信頼性も向上
最初は約８年前、以降適応物件すべてに導入

大阪府守口市 ◎ 株式会社 清光

代表取締役の森本清光さんと奥様の清恵さん。

代表取締役の菊池寛さん。

番組バックナンバー配信中
http://eco-tatsujin.jp/

導入費用は約半額 灯具やソケットも新品に
親身な対応に安心感 半年後にはＥＲＩＡも導入

エコテナントユーザーレポートエコテナントユーザーレポート

「省エネの達人」に学ぶエコノウハウ
　BS ジャパン（BS デジタル 7ch テレビ東京系）
にて毎週水曜夜 9 時 54 分から放映中の「省エネ
の達人　企業編」。この番組で紹介されたエコノ
ウハウを紹介していく。今回は、太陽の光・熱、
自然の風、空気の層など「自然の力を利用した省
エネ」をピックアップ。活動のヒントにしてほし
い。下に掲載した４回分も含め過去の放送を再生
できるウェブサイトもある（URL は左記）。

LEDは長寿命。寿命の短い蛍光灯
のときには年数回、機械を停止させ
上に登って交換作業を行っていた。

合計約20本のLEDを導入した株式会社 清光の外観。

店舗やオフィスが入居する７階建てのテナント
ビル「三幸中央ビル」。エコテナントを最初に
導入した物件。その後、適応する高圧受電の
物件すべてに採用している。

　

計
算
式
が
正
し
い
も
の
で
あ

る
か
確
認
す
る
た
め
電
力
会
社

の
担
当
を
呼
ぶ
が
、
間
違
い
で

は
な
い
と
助
言
す
る
だ
け
。
オ

ー
ナ
ー
と
テ
ナ
ン
ト
間
の
電
気

料
金
の
取
り
決
め
は
ケ
ー
ス
バ

イ
ケ
ー
ス
で
変
わ
る
と
い
う
。

常
に
誠
意
あ
る
対
応
を
心
掛
け

て
い
る
の
で
、
テ
ナ
ン
ト
に
不

利
な
計
算
方
法
だ
け
は
と
り
た

く
な
い
。
明
確
な
答
え
が
ほ
し

か
っ
た
。

　

そ
れ
が
解
消
で
き
た
の
が
約

８
年
前
の
エ
コ
テ
ナ
ン
ト
の
導

入
だ
っ
た
。
サ
ー
ビ
ス
そ
の
も

の
が
ス
タ
ー
ト
し
た
初
期
の
こ

ろ
。電
気
の
専
門
業
者
に
検
針
、

計
算
、
請
求
、
回
収
ま
で
す
べ

て
委
託
で
き
る
。
心
配
事
は
払

拭
さ
れ
、
テ
ナ
ン
ト
に
向
け
た

信
頼
性
も
向
上
す
る
。
対
象
と

な
る
高
圧
受
電
の
自
社
所
有
物

件
「
三
幸
中
央
ビ
ル
」
に
迷
わ

ず
採
用
し
た
。

　

そ
の
後
、
２
０
１
６
年
に
新

築
し
た
「
フ
ィ
ー
ル
ズ
三
幸
」

に
は
開
設
当
初
か
ら
、
相
模
原

市
に
あ
る
自
社
ビ
ル
に
は
前
任

者
と
の
保
守
管
理
の
契
約
変
更

後
、
そ
れ
ぞ
れ
導
入
し
、
適
応

す
る
物
件
は
す
べ
て
エ
コ
テ
ナ

ン
ト
の
利
用
と
な
っ
た
。
そ
し

て
、
一
番
最
初
に
導
入
し
た
三

幸
中
央
ビ
ル
は
、
期
限
を
迎
え

た
子
メ
ー
タ
ー
の
交
換
と
と
も

に
サ
ー
ビ
ス
契
約
を
更
新
し
、

現
在
も
継
続
利
用
し
て
い
る
。

　

大
阪
府
守
口
市
に
あ
る
株
式

会
社 

清
光
は
、
精
密
金
属
加

工
の
モ
ノ
づ
く
り
企
業
。
各
種

工
作
機
械
を
高
精
度
に
稼
働
さ

せ
る
た
め
必
要
な
カ
ッ
プ
リ
ン

グ
（
軸
継
手
）
の
製
造
を
中
心

に
、
熟
練
の
技
術
と
最
新
鋭
の

マ
シ
ン
で
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応

え
て
い
る
。

　
「
60
万
円
ほ
ど
と
言
わ
れ
た

設
置
費
用
が
、
そ
の
約
半
額
で

済
み
ま
し
た
」
と
話
す
の
は
代

表
取
締
役
の
森
本
清
光
さ
ん
。

２
年
ほ
ど
前
、
電
話
営
業
で
訪

れ
た
業
者
と
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ
の
交

換
工
事
契
約
を
結
ん
だ
。
そ
の

ほ
ん
の
１
、
２
時
間
後
、
奥
様

の
清
恵
さ
ん
が
本
紙
（
環
境
市

場
新
聞
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
た

日
本
テ
ク
ノ
エ
ン
ジ
の
広
告

に
、
た
ま
た
ま
目
を
と
め
た
。

「
こ
ち
ら
の
ほ
う
が
格
段
に
安

い
と
感
じ
、
す
ぐ
に
問
い
合
わ

せ
た
ん
で
す
」
と
清
恵
さ
ん
。

　

照
会
を
受
け
た
担
当
者
は
即

座
に
見
積
も
り
を
作
成
。
特
価

販
売
の
期
間
で
も
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
金
額
は
先
の
業
者
の
半

値
近
く
に
で
き
た
。
し
か
も
、

ラ
ン
プ
を
取
り
付
け
る
灯
具
や

ソ
ケ
ッ
ト
な
ど
を
す
べ
て
新
品

に
交
換
す
る
価
格
。
先
の
業
者

の
仕
様
は
、
既
存
の
灯
具
を
継

続
使
用
す
る
も
の
だ
っ
た
。

　

先
の
契
約
は
そ
の
日
の
う
ち

に
キ
ャ
ン
セ
ル
し
日
本
テ
ク
ノ

エ
ン
ジ
に
切
り
替
え
た
。
違
約

金
が
発
生
し
た
が
、
そ
れ
で
も

総
額
の
負
担
は
少
な
か
っ
た
。

　

導
入
し
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
約
20

本
。
事
務
所
と
工
場
の
蛍
光
灯

を
す
べ
て
交
換
し
た
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ

は
長
寿
命
。
こ
れ
で
ラ
ン
プ
の

取
り
替
え
作
業
が
当
分
の
間
不

要
に
な
っ
た
。
消
費
電
力
も
低

減
、
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
て
か
ら

点
灯
す
る
ま
で
の
タ
イ
ム
ラ
グ

も
気
に
な
ら
な
く
な
っ
た
。

　
「
親
身
な
対
応
も
う
れ
し
か

っ
た
。
担
当
の
方
は
出
張
先
か

ら
も
細
か
な
書
類
作
成
な
ど
丁

寧
な
配
慮
を
し
て
く
だ
さ
り
安

心
し
て
任
せ
ら
れ
ま
し
た
」
と

清
恵
さ
ん
は
笑
顔
を
み
せ
る
。

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
導
入
で
信
頼
を
寄

せ
た
森
本
さ
ん
は
、
そ
の
約
半

年
後
、
日
本
テ
ク
ノ
の
Ｓ
Ｍ
Ａ

Ｒ
Ｔ
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ｒ 

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ

を
採
用
し
た
。
数
カ
月
後
に
は

工
場
の
移
転
を
計
画
し
て
お

り
、
新
工
場
で
は
電
力
供
給
も

依
頼
す
る
予
定
だ
。
自
社
だ
け

で
は
な
い
。
森
本
さ
ん
の
紹
介

で
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
を
導
入
し
た
企
業

は
10
件
に
達
し
て
い
る
。

　

現
工
場
に
あ
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
灯

具
ご
と
移
転
先
の
工
場
に
設
置

し
て
使
用
し
続
け
る
と
い
う
。

技術者をたずねて技術者をたずねて企業と電気をつなぐ日本テクノ協力会・日電協 熊本01グループ ◎ 田中一弘さん

館長の大野勝彦さん（右）と。

全壊した自宅よりも点検先の安全確保や電源復旧に尽力
部
分
の
金
属
の
屋
根
材
に

透
明
の
ア
ク
リ
ル
板
を
据

え
付
け
た
。
本
業
は
金
属

の
精
密
加
工
。
作
業
は
お

手
の
も
の
だ
っ
た
。

　

穴
の
形
も
蛍
光
灯
の
よ

う
に
し
て
、
違
和
感
の
な

い
デ
ザ
イ
ン
に
し
た
。
そ

れ
に
加
え
水
銀
灯
を
イ
メ

ー
ジ
し
た
四
角
い
穴
も
つ

く
り
ア
ク
リ
ル
板
を
施
し

た
。
こ
れ
で
照
明
に
使
っ

て
い
た
ほ
と
ん
ど
の
電
力

が
削
減
で
き
た
。

　

冬
場
は
工
場
前
面
の
シ

ャ
ッ
タ
ー
を
閉
め
て
寒
気

が
入
る
の
を
防
い
で
い
た

が
、
外
の
明
か
り
も
閉
ざ

す
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
代
わ
り

に
、
ア
ク
リ
ル
板
の
自
家

製
扉
に
替
え
、
自
然
光
を

取
り
入
れ
な
が
ら
寒
さ
を

遮
る
工
夫
も
し
て
い
る
。

お金はかけずに手間かける！　そのアイデアとは？

　

工
場
の
屋
根
に
穴
を
開

け
自
然
の
光
を
取
り
入
れ

て
、
外
が
明
る
い
う
ち
は

照
明
を
不
要
に
し
て
し
ま

っ
た
の
が
、
大
阪
府
門
真

市
に
あ
る
株
式
会
社 

大

京
精
研
だ
。

　

し
か
し
天
井
板
を
く
り

抜
い
た
だ
け
に
し
て
し
ま

っ
て
は
、
雨
風
が
し
の
げ

な
く
な
る
。
そ
こ
で
穴
の

屋根をくり抜き自然光

【第 076 回】　株式会社 大京精研

空
気
の
取
り
込
み
口
が
設

置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
パ

イ
プ
が
地
下
７
㍍
の
地
中

を
通
っ
て
室
内
に
つ
な
が

る
。
冬
の
外
気
は
９
℃
程

度
だ
が
、
地
中
は
年
間
を

通
じ
て
約
15
℃
。
こ
の
温

度
差
に
よ
り
、「
大
地
の

風
」
は
暖
め
ら
れ
て
室
内

に
送
ら
れ
る
。

　

も
う
１
つ
の
「
太
陽
の

熱
」
は
、
屋
根
の
下
に
し

つ
ら
え
た
外
気
の
取
り
込

み
口
が
ポ
イ
ン
ト
。
こ
こ

か
ら
入
っ
た
冷
た
い
空
気

が
屋
根
づ
た
い
に
移
動

し
、そ
の
間
に
暖
め
ら
れ
、

室
内
に
送
ら
れ
て
い
く
。

　

自
然
の
力
を
利
用
す
る

た
め
暖
房
が
過
度
に
な
る

こ
と
は
な
い
。
園
児
の
健

康
に
も
配
慮
し
た
省
エ
ネ

の
取
り
組
み
だ
。

太陽熱と大地の風が味方！　自然の力を採り入れた省エネ暖房

　

通
常
の
エ
ア
コ
ン
使
用

時
に
比
べ
約
４
分
の
１
の

電
力
消
費
量
で
済
む
と
い

う
自
然
の
力
を
利
用
し
た

省
エ
ネ
暖
房
を
採
用
し
て

い
る
の
が
、
福
岡
県
福
岡

市
に
あ
る
吉
塚
ゆ
り
の
樹

幼
稚
園
だ
。

　

力
を
借
り
る
の
は
「
大

地
の
風
」と「
太
陽
の
熱
」。

園
庭
の
隅
に
は
、
屋
外
の

暖房は自然の力を採用

【第 141回】　吉塚ゆりの樹幼稚園

コ
ン
を
使
わ
ず
、
ホ
コ
リ

が
立
た
な
い
蓄
熱
式
の
床

暖
房
を
利
用
し
て
い
る
。

蓄
熱
式
と
は
夜
間
の
電
力

で
床
下
に
あ
る
蓄
熱
材
を

暖
め
、
昼
間
に
そ
の
熱
を

放
出
す
る
こ
と
で
暖
気
を

得
る
方
式
。
よ
っ
て
、
い

か
に
熱
を
逃
が
さ
な
い
よ

う
に
す
る
か
が
暖
か
さ
を

保
つ
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

　

そ
こ
で
、
考
え
た
の
が

テ
ラ
ス
の
外
側
に
も
ガ
ラ

ス
戸
を
つ
け
る
こ
と
。
こ

れ
で
教
室
の
ガ
ラ
ス
戸
と

の
間
に
挟
ま
れ
た
３
㍍
ほ

ど
の
幅
が
空
気
の
断
熱
層

に
な
る
。
い
わ
ば
大
き
な

２
重
窓
。
番
組
内
で
実
施

し
た
調
査
で
は
、
テ
ラ
ス

の
ガ
ラ
ス
戸
を
閉
め
た
30

分
後
に
、
室
内
温
度
は
２

℃
強
も
上
が
っ
て
い
た
。

＋2℃以上を実証！　電気を使わずに部屋を温める方法

　

ガ
ラ
ス
戸
を
２
枚
設
置

す
る
２
重
窓
は
、
間
に
空

気
の
層
を
つ
く
る
こ
と
で

断
熱
効
果
が
生
ま
れ
る
。

こ
の
断
熱
層
の
幅
を
広
げ

て
、
よ
り
大
き
な
効
果
を

上
げ
て
い
る
の
が
東
京
都

小
平
市
に
あ
る
小
平
花
小

金
井
幼
稚
園
だ
。

　

こ
こ
で
は
、
園
児
の
健

康
を
考
え
て
昼
間
は
エ
ア

テラスの窓で室内保温

【第 186 回】小平花小金井幼稚園

る
こ
と
で
、
直
射
日
光
を

受
け
て
温
め
ら
れ
る
。
も

と
の
地
下
水
は
23
℃
だ

が
、
太
陽
の
熱
を
得
て
、

水
温
は
40
℃
ま
で
上
昇
す

る
。
こ
の
熱
を
、
銭
湯
の

湯
が
循
環
す
る
濾
過
器
の

部
分
で
熱
交
換
さ
せ
て
、

利
用
し
て
い
る
。
な
お
、

太
陽
熱
で
温
め
ら
れ
た
地

下
水
を
そ
の
ま
ま
湯
船
に

使
う
こ
と
は
な
い
。

　

太
陽
熱
利
用
の
温
水
設

備
は
先
々
代
の
オ
ー
ナ
ー

が
導
入
し
、
35
年
以
上
も

銭
湯
の
湯
を
温
め
て
き

た
。
そ
の
環
境
配
慮
の
姿

勢
は
今
も
引
き
継
が
れ
て

お
り
、
脱
衣
所
に
あ
る
照

明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
や
、
自
動

販
売
機
の
常
時
消
灯
と
い

っ
た
取
り
組
み
に
表
れ
て

い
る
。

祖父の代から続く銭湯の省エネ　太陽の熱でお風呂を温める！

　

自
然
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

有
効
利
用
す
る
こ
と
で
、

金
額
に
し
て
月
額
約
10
万

円
分
の
ガ
ス
使
用
量
を
削

減
し
て
い
る
の
が
、
東
京

都
台
東
区
の
銭
湯
「
湯
ど

ん
ぶ
り 

栄
湯
」
だ
。

　

利
用
し
て
い
る
の
は
太

陽
の
熱
。
屋
上
全
面
に
配

管
し
た
パ
イ
プ
の
中
を
、

汲
み
上
げ
た
地
下
水
が
通

太陽熱利用の銭湯

【第 224 回】湯どんぶり 栄湯

省エネ設備導入事例省エネ設備導入事例

「お客様と共に困難を乗り越えます」

旧
に
尽
力
し
た
。

　

そ
ん
な
担
当
施
設
の
１
つ
に

「
風
の
丘 

阿
蘇 

大
野
勝
彦
美
術

館
」
が
あ
る
。
こ
こ
は
地
震
の

被
害
（
本
館
・
別
館
の
損
壊
）

に
加
え
、
２
０
１
６
年
６
月
に

発
生
し
た
水
害
で
地
盤
の
緩
ん

だ
私
道
が
流
さ
れ
る
な
ど
、
大

き
な
被
害
を
受
け
て
い
る
。
館

長
の
大
野
勝
彦
さ
ん
は
、「
田
中

さ
ん
と
は
も
う
７
年
来
の
お
付

き
合
い
で
、
設
備
や
電
気
の
こ

と
に
つ
い
て
親
身
に
相
談
に
乗

っ
て
く
れ
ま
す
。
今
回
の
災
害

で
も
色
々
と
力
を
貸
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
実
は
私
は
、
農

作
業
中
に
両
腕
を
失
っ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
美
術
に
出
会
い
、

こ
こ
ま
で
き
ま
し
た
。
一
連
の

出
来
事
は
確
か
に
大
き
な
災
難

で
は
あ
り
ま
す
が
、
決
し
て
負

け
な
い
と
思
い
、
再
建
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
」
と
話
す
。

　

先
日
、
自
宅
の
解
体
が
終
わ

っ
た
と
い
う
田
中
さ
ん
は
周
囲

へ
の
感
謝
を
口
に
す
る
。「
今
回

の
震
災
で
日
本
テ
ク
ノ
・
日
本

テ
ク
ノ
エ
ン
ジ
・
日
電
協
の
皆

様
か
ら
多
数
の
激
励
と
義
援
金

を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
し

て
い
ま
す
。
熊
本
市
内
で
住
ま

い
を
再
建
す
る
と
決
め
た
の
で
、

当
分
は
リ
タ
イ
ア
し
ま
せ
ん
。

今
後
も
日
電
協
の
一
員
と
し
て

お
客
様
と
共
に
困
難
を
乗
り
越

え
、
が
ん
ば
っ
て

い
き
ま
す
」。

　

今
回
た
ず
ね
た
の
は
日
本
テ

ク
ノ
協
力
会
・
日
電
協
（
以
下
、

日
電
協
）
の
熊
本
01
グ
ル
ー
プ

に
所
属
す
る
田
中
一
弘
さ
ん
。

以
前
は
阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
の

電
気
・
建
物
設
備
の
管
理
業
務

を
担
当
し
て
い
た
が
、
２
０
０

７
年
に
定
年
を
迎
え
た
。
こ
れ

ま
で
の
経
験
を
生
か
す
方
策
を

考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
日
電
協
の
募
集
広

告
を
発
見
。
自
身
で
営
業
し
な

く
て
も
よ
い
と
い
う
と
こ
ろ
に

魅
力
を
感
じ
、
加
入
し
た
。

　

宇
城
市
、
阿
蘇
市
お
よ
び
熊

本
市
内
東
域
を
担
当
す
る
田
中

さ
ん
は
、
実
は
熊
本
地
震
の
被

災
者
で
も
あ
る
。
自
宅
は
全
壊

し
、
現
在
は
奥
様
と
２
人
、
熊

本
市
内
の
仮
住
ま
い
に
暮
ら
し

て
い
る
。

　
「
私
は
全
部
で
61
件
の
事
業
場

を
受
け
持
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

ほ
と
ん
ど
の
箇
所
で
、
な
ん
ら

か
の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
震

災
当
時
、
携
帯
電
話
は
鳴
り
っ

放
し
で
し
た
ね
」
と

田
中
さ
ん
。「
キ

ュ
ー
ビ
ク
ル

が
ず
れ
た
」

「
送
電
線
が
切

れ
た
」
と
多
く

の
相
談
が
寄
せ
ら

れ
る
中
、
田
中
さ
ん
は
全
壊
し

た
自
宅
よ
り
も
、
点
検
先
ユ
ー

ザ
ー
の
安
全
確
保
と
電
源
の
復

http://www.812499.jp/job/report/
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20111214.html
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20130313.html
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20140122.html
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20141015.html
http://www.eco-tenant.jp/
http://www.eco-tatsujin.jp/
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20kW

仕
込
み
作
業
が
ピ
ー
ク
要
因

月
に
３
日
間
の
集
中
対
策
で

デマン
ド
値
を
削
減

削
減

契約
電力

19.3% 削
減

電　力
使用量

　

古
式
製
法
と
国
産
原
料
に

こ
だ
わ
っ
た
醤
油
や
金
山
寺

味
噌
を
製
造
す
る
和
歌
山
県

湯
浅
町
の
丸
新
本
家
。
敷
地

内
に
は
醤
油
・
味
噌
そ
れ
ぞ

れ
の
製
造
工
場
と
醤
油
製
造

の
見
学
コ
ー
ス
、
販
売
所
な

ど
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　

高
圧
受
電
の
味
噌
工
場
に

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
と
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
を
導
入
し
た
の

は
２
０
１
３
年
８
月
。早
速
、

代
表
取
締
役
の
新
古
敏
朗
さ

ん
が
使
用
量
の
流
れ
を
確
認

す
る
と
、
デ
マ
ン
ド
値
は
夏

場
の
午
後
を
中
心
に
高
く
な

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
さ
ら

に
１
カ
月
の
グ
ラ
フ
を
見
る

と
使
用
量
が
特
に
上
が
る
の

は
、
月
の
う
ち
で
も
数
日
程

度
だ
っ
た
。
そ
れ
が
契
約
電

力
を
押
し
上
げ
て
い
る
。

　

こ
の
期
間
の
作
業
状
況
を

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
味
噌

の
仕
込
み
期
間
と
重
な
っ
て

い
た
。
味
噌
の
仕
込
み
は
、

夏
場
だ
と
１
カ
月
に
１
回
程

度
で
、作
業
は
３
日
間
続
く
。

仕
込
み
期
間
の
大
半
は
、
発

酵
を
促
す
た
め
に
麹
の
温
度

を
35
℃
以
下
に
保
つ
必
要
が

あ
る
。
こ
の
作
業
に
使
用
す

る
扇
風
機
や
冷
水
チ
ラ
ー
が

大
き
な
電
力
負
荷
と
な
っ
て

い
た
。

　

こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
に

と
っ
た
方
法
は
、
空
調
使
用

の
制
限
と
作
業
工
程
の
見
直

し
だ
っ
た
。
ま
ず
空
調
は
、

仕
込
み
作
業
中
に
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ

の
警
報
が
鳴
っ
た
と
き
、
工

場
だ
け
で
な
く
事
務
所
も
一

時
的
に
停
止
す
る
。そ
し
て
、

精
米
作
業
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を

変
更
。
精
米
に
は
大
型
機
械

を
使
う
の
で
、
こ
れ
を
仕
込

み
の
前
日
や
空
調
利
用
の
少

な
い
夕
方
以
降
に
行
う
な
ど

し
て
電
力
負
荷
を
分
散
さ
せ

ピ
ー
ク
を
抑
え
た
。

　

注
意
し
て
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
月
に

３
日
間
。
集
中
し
た
対
策
を

進
め
た
結
果
、
デ
マ
ン
ド
値

を
20
㌔
㍗
削
減
す
る
こ
と
が

で
き
た
。和歌山県有田郡湯浅町湯浅1466-1

TEL 0737（62）2267
URL　http://www.marushinhonke.com/
創業 ● 1881年
従業員数 ● 10名
事業内容 ● 醤油、味噌製造

丸
新
本
家　

丸新本家

（2013年 2014年） （2011年 2016年）

　

長
野
県
の
北
西
部
、
北
志

賀
高
原
に
あ
る
「
ホ
テ
ル
ノ

ー
ス
志
賀
」
は
、
ス
キ
ー
場

に
隣
接
す
る
宿
泊
施
設
。
ウ

ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
シ
ー
ズ

ン
は
も
ち
ろ
ん
、
春
の
山
菜

シ
ー
ズ
ン
や
、
秋
の
紅
葉
狩

り
、
夏
場
は
学
生
を
中
心
と

し
た
合
宿
な
ど
年
間
を
通
し

て
利
用
客
が
絶
え
な
い
。

　

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
と
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
は
２
０
１
３
年

11
月
に
導
入
し
た
。
ま
ず
取

り
組
ん
だ
の
は
デ
マ
ン
ド
対

策
。
警
報
が
鳴
る
と
女
将
の

山
岸
公
子
さ
ん
が
館
内
を
見

回
り
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
宴
会

場
な
ど
の
空
調
を
複
数
台
稼

働
し
て
い
る
場
所
で
そ
の
一

部
を
一
時
的
に
止
め
る
。
ま

た
厨
房
の
食
洗
機
と
乾
燥
機

の
使
い
方
も
見
直
し
た
。
以

前
は
、
食
事
時
間
と
平
行
し

て
こ
れ
ら
を
稼
働
さ
せ
て
い

た
が
、
可
能
な
限
り
使
用
済

み
食
器
を
水
に
浸
け
て
お

き
、
翌
日
の
10
時
か
ら
15
時

の
間
に
食
洗
機
に
か
け
る
。

電
力
負
荷
の
高
い
機
器
の
使

用
時
間
を
ず
ら
す
こ
と
で
デ

マ
ン
ド
値
を
削
減
し
た
。

　

省
エ
ネ
の
意
識
は
ス
タ
ッ

フ
の
間
に
も
広
ま
っ
た
。
フ

ロ
ン
ト
で
は
宿
泊
客
の
動
き

を
見
な
が
ら
照
明
を
間
引
き

点
灯
。
厨
房
の
準
備
の
時
間

帯
は
ス
タ
ッ
フ
の
い
る
場
所

の
み
照
明
を
つ
け
る
。
チ
ェ

ッ
ク
ア
ウ
ト
後
の
客
室
は
、

退
出
後
す
ぐ
に
照
明
と
空
調

を
消
し
、
カ
ー
テ
ン
を
閉
め

る
。
そ
れ
ら
は
今
や
恒
常
的

な
活
動
に
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
電
気
の
省
エ
ネ
以

外
に
も
、
水
道
メ
ー
タ
ー
を

毎
日
チ
ェ
ッ
ク
。
そ
の
数
値

と
宿
泊
客
数
を
把
握
す
る
こ

と
で
、
シ
ャ
ワ
ー
の
不
具
合

や
ト
イ
レ
の
水
漏
れ
な
ど
を

早
期
発
見
で
き
る
。「
お
客

様
の
不
便
を
未
然
に
防
げ
る

の
で
省
エ
ネ
だ
け
で
な
く
、

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
も
つ
な
が

り
ま
す
」
と
山
岸
さ
ん
は
省

エ
ネ
活
動
の
相
乗
効
果
を
実

感
し
て
い
る
。

デ
マ
ン
ド
対
策
か
ら

恒
常
的
な
省
エ
ネ
行
動
へ

さ
ら
に
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
も

長野県下高井郡山ノ内町北志賀高原竜王
TEL　0269（33）7111
URL　http://www.h-north.co.jp/
設立 ● 1997年8月
従業員数 ● 20名（冬は50名、夏は30名）
事業内容 ● ホテル

ホテルノース志賀

ホ
テ
ル
ノ
ー
ス
志
賀

18kW

19kW

削
減

削
減

契約
電力

契約
電力

7.4%

14.0%

削
減

削
減

電　力
使用量

電　力
使用量

（2013年 2014年）

（2012年 2016年）

迷
わ
ず
に
取
り
組
め
る

省
エ
ネ
活
動
の
指
標
に

電
気
使
用
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

１
９
２
６
（
大
正
15
）
年
、

隣
接
す
る
慈
願
寺
の
本
堂
を

開
放
し
て
始
ま
っ
た
の
が
栃

木
県
那
須
烏
山
市
に
あ
る
烏

山
保
育
園
で
あ
る
。
園
児
に

優
劣
を
つ
け
ず
、
互
い
を
認

め
合
う
こ
と
で
個
人
を
尊
重

し
た
保
育
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
が

迷
わ
ず
に
取
り
組
め
る
省
エ

ネ
活
動
の
指
標
を
つ
く
っ
て

い
る
。
そ
れ
が
電
気
使
用
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
だ
。
そ
の

場
所
に
あ
る
照
明
や
空
調

は
、
い
つ
電
源
を
入
れ
、
ど

の
時
刻
に
な
っ
た
ら
止
め
る

の
か
、
そ
れ
ら
を
細
か
く
指

定
し
て
あ
る
。

　

園
内
に
は
、
保
育
室
が
７

つ
あ
り
、
ほ
か
に
遊
戯
室
、

給
食
室
、
事
務
室
が
あ
る
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
は
デ
マ
ン

ス
へ
運
ぶ
専
用
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
使
用
法
。
何
度
も
往
復

す
る
の
で
は
な
く
、
デ
マ
ン

ド
値
が
確
定
す
る
30
分
間
隔

を
考
慮
し
、
前
半
と
後
半
に

分
け
て
合
計
２
回
の
使
用
で

済
ま
せ
る
よ
う
に
し
た
。

　

以
前
は
、
お
や
つ
後
の
清

掃
時
間
に
、
各
ク
ラ
ス
一
斉

に
掃
除
機
を
か
け
、
頻
繁
に

ブ
レ
ー
カ
ー
が
落
ち
る
こ
と

も
あ
っ
た
。
今
で
は
省
エ
ネ

意
識
の
高
ま
り
で
掃
除
機
か

ら
一
部
ほ
う
き
へ
替
え
た
が

掃
除
機
の
ま
ま
で
あ
っ
て
も

詳
細
な
ル
ー
ル
化
で
ピ
ー
ク

は
抑
制
で
き
た
だ
ろ
う
。

栃木県那須烏山市中央 2-3-25
TEL　0287（82）3372
URL　 http://www.karaho.net/
創立 ● 1926年4月
従業員数 ● 32名
事業内容 ● 保育園

社会福祉法人 烏山保育園

16kW 削
減

契約
電力

社
会
福
祉
法
人 

烏
山
保
育
園

17.1% 削
減

電　力
使用量

ド
値
を
押
し
上
げ
な
い
よ
う

各
室
の
空
調
の
使
用
時
間
を

調
整
し
て
つ
く
っ
た
。
た
だ

し
園
児
の
活
動
に
影
響
を
与

え
な
い
場
所
で
は
、
空
調
で

は
な
く
扇
風
機
や
シ
ー
リ
ン

グ
フ
ァ
ン
で
代
用
す
る
。

　
「
園
の
ス
タ
ッ
フ
は
そ
れ

ぞ
れ
勤
務
時
間
や
出
勤
日
が

異
な
り
ま
す
。
頻
繁
な
会
議

は
で
き
な
い
の
で
、
こ
う
し

た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
が
役
立

っ
て
い
ま
す
」
と
事
務
長
の

佩は
い

川か
わ

和
義
さ
ん
は
言
う
。

　

ル
ー
ル
化
し
て
取
り
組
む

活
動
は
ほ
か
に
も
あ
る
。
例

え
ば
、
給
食
を
２
階
の
ク
ラ

（2012年6月～翌年5月 2014年6月～翌年5月）

（2013年9月～翌年8月 2014年9月～翌年8月）

（2014年 2015年）

省
エ
ネ
の
取
り
組
み
は

各
現
場
に
応
じ
た
内
容
で

部
署
間
の
協
力
は
万
全

福岡県北九州市八幡西区吉祥寺町9-36
TEL　093（617）0770
URL　http://www.sasaki-hsp.jp/
開設 ●  1927年
従業員数 ● 150名
事業内容 ● 病院

医療法人 健美会　佐々木病院

医
療
法
人 

健
美
会　

佐
々
木
病
院

う
こ
と
は
、
そ
こ
に
注
力
す

れ
ば
電
気
代
も
削
減
で
き
る

と
考
え
ま
し
た
」
と
話
す
。

　

導
入
後
は
日
本
テ
ク
ノ
の

担
当
者
に
よ
る
勉
強
会
を
開

き
、
デ
マ
ン
ド
の
知
識
と
そ

の
対
策
を
院
内
に
浸
透
さ
せ

た
。
警
報
の
鳴
る
意
味
を
理

解
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署

が
、
各
現
場
に
応
じ
た
対
応

を
と
っ
て
い
く
。「
病
棟
に

は
時
計
の
色
の
説
明
と
、
ピ

ー
ク
時
に
オ
フ
に
す
る
設
備

な
ど
が
手
書
き
で
書
き
込
ま

れ
て
い
ま
す
」
と
同
課
係
長

の
黒
田
大
作
さ
ん
は
言
う
。

　

記
さ
れ
て
い
る
内
容
は

「
ナ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と

廊
下
の
エ
ア
コ
ン
を
オ
フ
」

「
患
者
様
が
い
な
い
時
は
談

話
室
の
照
明
と
テ
レ
ビ
を
消

す
」
な
ど
、
各
階
の
状
況
に

合
わ
せ
た
対
策
だ
。
デ
マ
ン

ド
ピ
ー
ク
時
以
外
に
も
、
リ

ハ
ビ
リ
室
で
は
、「
昼
休
み

は
消
灯
す
る
」「
業
務
終
了

後
は
リ
ハ
ビ
リ
機
器
の
コ
ン

セ
ン
ト
を
抜
く
」。
透
析
室

　

福
岡
県
北
九
州
市
に
あ
る

佐
々
木
病
院
は
、
循
環
器
、

消
化
器
な
ど
内
科
を
中
心

に
、
整
形
外
科
や
皮
膚
科
と

い
っ
た
専
門
外
来
も
あ
る
医

療
施
設
。
患
者
へ
の
サ
ー
ビ

ス
を
第
一
に
考
え
病
院
全
体

で
省
エ
ネ
に
取
り
組
む
。

　

本
格
的
な
活
動
を
始
め
た

き
っ
か
け
は
２
０
１
３
年
11

月
の
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
と
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ

Ｔ 

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
の
導
入
だ

っ
た
。
医
事
課
の
課
長
・
貞

末
文
生
さ
ん
は
「
デ
マ
ン
ド

の
仕
組
み
を
聞
い
て
驚
き
ま

し
た
が
、
年
間
の
基
本
料
金

が
30
分
の
間
で
決
ま
る
と
い

は
、「
更
衣
室
・
食
堂
は
使

用
し
て
い
な
い
時
は
消
灯
す

る
」「
業
務
終
了
後
は
パ
ソ

コ
ン
・
テ
レ
ビ
の
コ
ン
セ
ン

ト
を
抜
く
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ル
ー
ル
を
決
め
、
現
場

に
適
し
た
省
エ
ネ
活
動
が
実

施
さ
れ
て
い
る
。

佐
々
木
病
院
の
外
観
。

女将の山岸公子さん。

ホ
テ
ル
ノ
ー
ス
志
賀
の
外
観
。

日本テクノの主力商品「SMARTMETER（スマートメーター）ERIA」（以下、ＥＲＩＡ）「ＳＭＡＲＴ ＣＬＯＣＫ
（スマートクロック）」を導入している企業の省エネ活動にスポットを当てる導入事例集。今回は、栃木、神奈川、
長野、岐阜、和歌山、福岡の各地ユーザーの取り組みと、ＩＤとパスワードの登録方法を紹介する。

（2012年8月～翌年7月 2013年8月～翌年7月）

事務長の佩
はい

川
かわ

和義さん。

代表取締役の新古敏朗さん。

SMARTMETER ＥＲＩＡ

※「SMARTMETER」「ＳＭＡＲＴ ＣＬＯＣＫ」は日本テクノ（株）の登録商標です。

シーエーエル

後藤孵卵場 美濃かしわ事業本部

佐々木病院

丸新本家

烏山保育園

ホテルノース志賀

導入事例

10kW

照
明
の
並
び
に
合
わ
せ
机
を
配
置

チ
ー
ム
も
近
場
に
ま
と
ま
り

省
エ
ネ
活
動
を
容
易
に神奈川県横浜市保土ヶ谷区岩井町475-2

TEL 045（721）9311
URL　http://www.cal.ne.jp/
設立 ● 1979年9月
従業員数 ● 62名
事業内容 ● システム開発などIT事業

株
式
会
社 

シ
ー
エ
ー
エ
ル

削
減

契約
電力

株式会社 シーエーエル

20.9%削減電　力
使用量

（2010年4月～翌年3月 2015年4月～翌年3月）

日本テクノのサービスを利用しているお客様へ デマンド
閲覧サービス
活用法

デマンド
閲覧サービス
活用法

　今回は、専用 IDとパスワードの登録方法を紹介します。これまでは当社からお
伝えしたものでログインをしていましたが、セキュリティと利便性を向上させるた
め各ユーザーがオリジナルで作成し、設定できるようになりました。
　旧来の IDとパスワードでログインするときには「ＷｅｂID新規登録のご案内」
画面が表示されますので、下記を参考に登録をお進めください。

ＥＲＩＡモニタの使用方法をわかりや
すく説明した動画が視聴できます。
日本テクノサイト内に動画一覧ペー
ジがありますので興味のあるタイト
ルをクリックして再生します。URL
は下記。または日本テクノのトップ
ページ→［会社情報］→［動画で
見る日本テクノ［動画一覧］］とたど
っても該当ページを表示できます。

Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
の
登
録
手
順

❶  パスワードなどを忘れ
た場合は［WebIDま
たはWebID 用パス
ワードをお忘れの場
合］をクリックし、画
面上に表示される指
示に従い再発行手続
きができます。

❸  他のユーザーが使用
しているＷｅｂＩＤは使
えません。入力後［重
複チェック］をクリッ
クすればその可否が
確認できます。

❹  [仮登録 ]をクリックす
ると案内メールが自
動送信され、ブラウ
ザには「仮登録情報
を登録メールアドレス
に送信しました」と
記載された［仮登録
結果］のページが表
示されます。

サービスを
利用されて
いない方も

http://www.n-techno.co.jp/company/movie.html

いずれかの
タイトルを
クリックし
て再生

照
明
に
合
わ
せ
た
配
置
の
オ
フ
ィ
ス
。

　

シ
ス
テ
ム
開
発
を
手
が
け

る
神
奈
川
県
横
浜
市
の
株
式

会
社 

シ
ー
エ
ー
エ
ル
。
情

報
処
理
シ
ス
テ
ム
の
立
案
か

ら
開
発
・
保
守
に
至
る
一
貫

し
た
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
技
術

者
の
派
遣
も
行
っ
て
い
る
。

　

日
本
テ
ク
ノ
の
サ
ー
ビ
ス

を
初
め
て
導
入
し
た
の
は
２

０
０
２
年
。
そ
の
後
、
２
０

０
９
年
に
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
を
導
入

し
、
２
０
１
５
年
に
新
型
Ｅ

Ｒ
Ｉ
Ａ
に
切
り
替
え
た
。
た

だ
本
格
的
な
活
用
を
始
め
た

の
は
東
日
本
大
震
災
後
だ
っ

た
。「
電
気
は
業
務
に
欠
か

せ
な
い
も
の
で
、
使
用
量
が

増
え
料
金
が
高
く
な
っ
て
も

抵
抗
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
だ
か
ら
地
震
後
の
計
画

停
電
の
と
き
は
対
応
に
追
わ

れ
大
変
で
し
た
。
そ
れ
が
省

エ
ネ
活
動
を
本
格
化
す
る
き

っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
」
と

話
す
の
は
総
務
部
副
部
長
の

田
澤
俊
和
さ
ん
。
同
部
の
飯

田
伸
彦
さ
ん
と
協
力
し
、
取

り
組
み
を
進
め
て
い
っ
た
。

　

ま
ず
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
の
役
割
を

改
め
て
社
内
に
周
知
し
た
。

す
る
と
社
員
の
省
エ
ネ
意
識

は
変
化
し
、
無
駄
な
電
気
の

使
用
は
確
実
に
な
く
な
っ
て

い
っ
た
。
そ
こ
で
空
席
状
況

に
応
じ
て
部
分
的
に
消
灯
で

き
る
よ
う
、
照
明
の
配
置
に

合
わ
せ
机
を
設
置
す
る
レ
イ

ア
ウ
ト
変
更
を
実
施
。
空
調

も
そ
れ
に
準
じ
て
稼
働
さ
せ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ま
た
以
前
は
、
同
じ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
所
属
に

な
っ
て
も
席
は
そ
の
ま
ま
で

階
が
分
か
れ
て
い
て
も
変
更

は
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
を
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
と
同
時
に

席
替
え
す
る
よ
う
に
し
た
。

こ
れ
で
１
つ
の
チ
ー
ム
が
休

日
出
勤
し
た
と
き
「
複
数
フ

ロ
ア
の
空
調
と
照
明
を
つ
け

る
」
と
い
う
状
況
は
改
善
で

き
、
生
産
性
の
向
上
に
も
つ

な
が
っ
た
。

12kW 削
減

契約
電力

11.7% 削
減

電　力
使用量

（2013年 2014年）

（2013年8月～翌年1月 2014年8月～翌年1月）

（2011年4月～翌年3月 2015年4月～翌年3月）

美
濃
か
し
わ
事
業
本
部
の
外
観
。

　

岐
阜
県
関
市
に
あ
る
株
式

会
社 

後
藤
孵
卵
場
の
美
濃

か
し
わ
事
業
本
部
は
、
鶏
肉

の
加
工
・
卸
売
拠
点
と
し
て
、

１
日
に
約
３
ト
ン
の
商
品
を

取
り
扱
っ
て
い
る
。

　

２
０
１
４
年
の
夏
に
Ｅ
Ｒ

Ｉ
Ａ
と
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｃ
Ｌ

Ｏ
Ｃ
Ｋ
を
導
入
後
、
本
部
長

の
降
旗
茂
樹
さ
ん
と
工
場
長

の
田
中
松
男
さ
ん
が
電
気
の

使
用
状
況
を
確
認
し
て
み
る

と
、
そ
れ
ま
で
の
予
想
が
誤

り
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い

た
。「
夏
場
の
ピ
ー
ク
は
気

温
の
上
が
る
午
後
２
時
前
後

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
実

際
は
夕
方
６
時
で
し
た
」。

　

そ
の
時
間
は
、
加
工
し
た

商
品
を
冷
凍
保
存
す
る
た
め

大
型
の
急
速
冷
凍
庫
を
稼
働

す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
。
そ
こ
に

加
工
場
の
生
産
機
械
や
空
調

の
使
用
が
重
な
り
、
ピ
ー
ク

の
原
因
に
な
っ
て
い
た
。

　

そ
こ
で
、
急
速
冷
凍
庫
の

立
ち
上
げ
を
、
加
工
場
の
作

業
が
終
わ
る
午
後
７
時
に
変

更
し
た
。
同
時
に
、
季
節
や

気
温
に
よ
っ
て
稼
働
時
間
も

見
直
す
。
こ
れ
ま
で
は
常
に

12
時
間
稼
働
さ
せ
て
い
た

が
、
夏
は
12
時
間
、
秋
は
10

時
間
、
冬
は
８
時
間
と
品
質

に
影
響
を
与
え
な
い
範
囲
で

微
調
整
す
る
よ
う
に
し
た
。

　

急
速
冷
凍
庫
運
用
の
見
直

し
で
夕
方
６
時
の
ピ
ー
ク
は

抑
え
ら
れ
た
。
だ
が
、
そ
こ

で
活
動
を
終
わ
り
に
は
し
な

い
。
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
の
目
標
設
定

値
を
さ
ら
に
下
げ
、
２
段
階

目
の
ピ
ー
ク
対
策
に
取
り
組

ん
だ
。
次
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は

午
前
10
時
前
後
。
電
気
の
使

用
状
況
を
見
直
し
無
駄
づ
か

い
を
洗
い
出
し
て
は
電
源
を

オ
フ
に
す
る
。
製
氷
機
の
稼

働
時
間
を
変
更
す
る
。
ピ
ー

ク
時
に
は
廊
下
の
消
灯
や
、

商
品
搬
送
用
バ
ッ
ト
の
洗
浄

機
を
一
時
的
に
止
め
る
な
ど

の
対
策
を
実
行
し
て
い
る
。

継
続
す
る
省
エ
ネ
活
動

２
段
階
で
実
施
し
た

デ
マ
ン
ド
ピ
ー
ク
対
策

岐阜県関市下白金 28-1
TEL　0575（28）2131
URL　http://www.gotonohiyoko.co.jp/
設立 ● 1948年9月
従業員数 ● 30名
事業内容 ● 鶏肉の処理加工

株式会社 後藤孵卵場　美濃かしわ事業本部

株
式
会
社 

後
藤
孵
卵
場　

美
濃
か
し
わ
事
業
本
部

総務部 副部長の田澤俊和さん（右）と飯田伸彦さん。

医事課 課長の貞末文生さん（左）と係長の黒田大作さん。

工場長の田中松男さん（左）と本部長の降旗茂樹さん。

❶

［仮登録する］
をクリック

［今は登録しない］を選択したときは、そのま
まログインしてトップ画面に移動します。

任
意
の
新
規
Ｉ
Ｄ

な
ど
５
つ
の
項
目

を
入
力
し﹇
確
認
﹈

を
ク
リ
ッ
ク

表
示
さ
れ
た
Ｉ
Ｄ

や
ア
ド
レ
ス
を
確

認
し
﹇
仮
登
録
﹈

を
ク
リ
ッ
ク

入力したアドレスに確認メール
が届く。メール内に記載された
24時間有効のURLにアクセス
する

本登録の画
面が表示され
たらＩＤとパス
ワードを入力
し［確認］を
クリック

入
力
内
容
が
表

示
さ
れ
る
の
で
確

認
し
﹇
本
登
録
﹈

を
ク
リ
ッ
ク

本登録完了。
［デマンド閲覧
トップへ］を
クリックすれば
トップページ
に移動する

既存のＩＤとパスワードを
入力し、［ログイン］ボタ
ンをクリック

❽

❼

❻

❺❹

❸ ❷
Hint

Hint

Hint

Hint

メール

ＵＲＬ：
xxxxx

xxxxx
xx

記
載
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ

に
ア
ク
セ
ス

http://www.n-techno.co.jp/smartclock/
http://www.eria.jp/
http://www.n-techno.org/member/eria/office361cal.html
http://www.n-techno.org/member/eria/service/294north.html
http://www.n-techno.org/member/eria/factory/311marushin.html
http://www.n-techno.org/member/eria/medical/342karasuyama.html
http://www.n-techno.org/member/eria/medical359sasakihospital.html
http://www.n-techno.org/member/eria/factory/297kashiwa.html
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企業活性化教育研究所・長尾光雄事務所 長
なが

尾
お

 光
みつ

雄
お

自利利他 じりりた ─ 5 ─
　

問
題
は
常
に
起
こ
る
。
そ

れ
に
ど
う
対
処
す
る
か
に
よ

っ
て
仕
事
も
人
生
も
変
わ
っ

て
い
く
。何
が
あ
っ
て
も「
良

か
っ
た
こ
と
」
と
肯
定
思
考

で
対
処
す
る
人
に
運
は
向

く
。
あ
の
問
題
が
起
こ
っ
た

か
ら
自
分
は
こ
う
な
っ
た
と

い
う
よ
う
な
被
害
者
意
識
や

否
定
思
考
で
は
、
運
は
遠
の

く
。
自
分
を
良
く
す
る
の
も

駄
目
に
す
る
の
も
自
分
自
身

の
考
え
方
で
決
ま
る
。

　

運
を
つ
か
む
に
は
、「
世

の
た
め
、
人
の
た
め
に
役
立

つ
」と
い
う
視
点
が
大
事
だ
。

ユ
ダ
ヤ
教
の
聖
典
『
タ
ル
ム

ー
ド
』
に
も
「
自
分
の
為
に

行
っ
た
時
は
さ
さ
や
か
な
運

し
か
と
れ
な
い
が
、
他
人
の

為
に
行
っ
た
時
は
す
べ
て
の

運
が
協
力
す
る
」
と
あ
る
。

　

イ
ン
ド
独
立
の
父
ガ
ン
ジ

ー
は
、
意
志
が
強
く
困
難
に

も
く
じ
け
ず
国
の
独
立
を
勝

ち
取
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
あ

る
。
だ
が
実
像
は
、
中
年
に

な
る
ま
で
偉
人
の
片
鱗
す
ら

感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う

だ
。
弁
護
士
と
し
て
初
め
て

法
廷
に
立
っ
た
と
き
に
は
、

緊
張
の
あ
ま
り
話
す
内
容
を

忘
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
ま
ま

退
室
、
人
の
集
ま
る
場
で
話

す
の
が
苦
手
で
、
外
出
の
際

は
で
き
る
だ
け
人
を
避
け
て

い
た
と
い
う
。
そ
れ
が
、
南

ア
フ
リ
カ
に
仕
事
で
赴
い
た

と
き
の
体
験
で
変
わ
っ
た
。

当
時
の
南
ア
フ
リ
カ
は
人
種

差
別
が
ひ
ど
く
、
屈
辱
的
な

体
験
を
し
た
。
そ
の
異
国
で

の
体
験
で
皆
の
た
め
に
差
別

を
な
く
す
と
い
う
強
い
信
念

を
持
っ
た
人
物
に
変
わ
っ

た
。
お
ど
お
ど
し
た
弱
い
人

間
が
自
分
の
た
め
よ
り
人
の

た
め
に
働
く
こ
と
で
信
じ
ら

れ
な
い
よ
う
な
大
き
な
力
を

出
し
た
の
だ
。

　

例
え
ば
セ
ー
ル
ス
で
も
相

手
の
利
を
考
え
て
行
え
ば
、

「
買
っ
て
ほ
し
い
」
と
頼
ま

ず
と
も
商
談
が
成
立
す
る
。

基
本
に
考
え
る
の
は
、
受
け

取
る
こ
と
で
は
な
く
、
何
か

を
与
え
る
こ
と
だ
。

　

ア
イ
リ
ス
オ
ー
ヤ
マ
で
は

社
員
に
「
ユ
ー
ザ
ー
イ
ン
」

（
常
に
相
手
の
立
場
に
た
っ

て
考
え
よ
）
と
い
う
哲
学
を

掲
げ
企
業
理
念
を
繰
り
返
し

暗
唱
。
結
果
、
東
日
本
大
震

災
で
本
部
と
連
絡
が
取
れ
な

い
と
き
に
個
人
の
判
断
で
手

持
ち
の
現
金
が
な
い
人
へ
名

前
を
書
い
て
も
ら
う
だ
け
で

商
品
を
渡
し
た
り
、
灯
油
無

料
配
布
を
し
た
り
と
、
臨
機

応
変
の
対
応
が
で
き
、
大
き

な
顧
客
満
足
を
勝
ち
得
た
そ

う
だ
。
自
利
利
他
で
あ
る
。

人
の
た
め
に
な
す
行
為
が

運
や
力
を
も
た
ら
す

正解者の中から抽選で 100 名の方に日本テクノ特製ポストカードセット（13 枚組）をプレゼントい
たします。ご希望の方はハガキに「クイズの答え」「住所」「氏名」「年齢」「取り上げてほしいテーマ」
「面白かった記事」「つまらなかった記事」を明記のうえ下記あて先までご郵送ください。また、イ
ンターネットのサイト「Eco News Web Magazine」（http://econews.jp/）からも応募できます。サイ
トにアクセスし当コーナー応募フォームのリンクをクリックして画面の指示に従いご応募ください。
なお、発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。締め切りは 2017 年 3月 24日（金）必着。
　〈あて先〉〒 163-0651　東京都新宿区西新宿 1-25-1 新宿センタービル 51階

日本テクノ株式会社「環境市場新聞プレゼント」係　
※日本テクノ（株）の個人情報保護方針【http://www.n-techno.co.jp/privacy.html】

※ 内容には細心の注意を払っていますが、転載利用など運用の際の責任は小紙では負いかねます。自己責任のもとでご活用ください。

　環境問題に関する知識レベルを、楽
しみながらチェックできるこのコーナー。
出題範囲は本紙前号（46 号）の掲載
記事。会社や学校などで下記の設問を
使って、環境常識テストを実施するのも
いい。転載大歓迎。環境知識の向上に
役立ててほしい。〈答えは４面に掲載〉

環境問
題

常識テ
スト

第四十七回

タテのカギ、ヨコのカギをヒントにマスを埋めていきます。グレーの二重囲みマスに入る４文
字を組み合わせ環境問題に関連する言葉をつくります。その言葉が解答です。〈ヒント〉間引い
て山の樹木を元気にします。これで得られた材料は上の記事の「木質チップ」の原料にも……。

⑩

⑪

① ② ③

④

⑨

⑧⑦⑥

⑤

日本テクノが毎年制作しているエコカレンダーの
イラストを配したポストカード。左の写真にある
６枚のほか各月の季節感あふれる絵柄が楽しめ
る１３枚セット。

おばあちゃんの

知恵袋

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
の
お
正
月
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
は
家
族
で
ス
キ
ー
に
行
き
ま

し
た
。
皆
さ
ん
は
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。

　

お
正
月
と
い
え
ば
お
餅
。
日
本
で

は
、
古
く
か
ら
祝
い
の
席
で
餅
が
振

る
舞
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
正
月
に
は

歳
神
様
へ
の
供
え
物
と
し
て
、
床
の

間
や
玄
関
に
鏡
餅
が
飾
ら
れ
ま
す
。

地
域
・
宗
派
に
よ
り
差
異
が
あ
る
よ

う
で
す
が
、
飾
り
始
め
は
12
月
28
日

が
い
い
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う

やり方次第でお餅が長持ち

お祝いなど
でいただい

たお花を逆
さ

に吊るして
ドライフラ

ワーにし、
好き

な香水を
かけてトイ

レに置いて
おけ

ば、おしゃ
れな芳香剤

になります
。

＠まろにー
ちゃんさん

今回はこん
な知恵を提

供していた
だきました！

※ くらしに役立つエコな知恵やアイデアを募集しています。ご応募いただいた方の中から抽
選で毎月10名様に、おばあちゃんの特製手ぬぐいをプレゼント！　投稿内容は選考のうえ、
本紙またはウェブサイトにてご紹介させていただきます。応募方法〈ハガキ〉ご住所とお名前
を明記のうえ、日本テクノ「おばあちゃんの知恵袋」係までお送りください。〈WEB〉上記ウ
ェブサイトにて必要事項を明記のうえ、ご応募ください。

くらしに役立つメルマガ配信中！！
おばあちゃんのエコクッキングレシピやお掃除法、エコグッズのつくり方など、
エコな生活の知恵が盛りだくさんなサイトからメールマガジンを発行していま
す。読者限定のコラムやサイト更新案内など、楽しい雑学や豆知識が満載のメ
ルマガに、ぜひご登録ください。購読のお申し込みは下記のサイトから受け付
けています。

検 索http://econews.jp/idea おばあちゃんの知恵袋　日本テクノ

で
す
。
漢
字
の
「
八
」
が
末
広
が
り

を
意
味
す
る
と
か
。
反
対
に
29
日
は

「
苦
」
に
通
じ
、
31
日
は
「
一
夜
餅
」

と
な
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
日
は
避
け

ら
れ
る
よ
う
で
す
。
そ
し
て
松
の
内

（
門
松
を
飾
る
期
間
）
後
の
１
月
11

日
に
餅
を
下
げ
、
鏡
開
き
と
す
る
こ

と
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

で
も
、
し
ば
ら
く
た
つ
と
餅
に
カ

ビ
が
生
え
て
い
た
経
験
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？　

カ
ビ
の
発
生
を
防
止
し

て
、
長
持
ち
さ
せ
る
方
法
は
い
く
つ

か
あ
り
ま
す
。
最
も
簡
単
な
の
は
冷

凍
保
存
。
数
カ
月
〜
１
年
ほ
ど
保
存

が
き
き
ま
す
。
わ
さ
び
の
殺
菌
作
用

を
利
用
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。
餅

を
入
れ
た
容
器
の
一
角
に
わ
さ
び
を

入
れ
て
冷
蔵
保
存
す
る
と
カ
ビ
の
発

生
を
抑
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
水
に

餅
を
し
っ
か
り
と
浸
し
て
冷
蔵
保
存

し
、
毎
日
水
を
取
り
替
え
て
餅
を
洗

う
と
１
カ
月
は
持
つ
そ
う
で
す
。

　

う
ち
は
ス
キ
ー
に
行
く
前
に
、
余

っ
た
餅
を
わ
さ
び
利
用
の
方
法
で
保

存
し
ま
し
た
よ
。

環境省は家庭からの二酸化炭素（ＣＯ２）排出量調
査を全国規模で行い、2016年6月に結果を公表し
た。全国の１世帯当たりの年間排出量は？

a 350キログラム b 3.5トン
c 35トン d 350トン

Question
1

鳥類が風力発電設備のブレードなどに衝突する事
故のことを何という？

a バードパトロール b モーションスミア現象
c バードストライク d モーションレス現象

Question
4

2011年６月に全面改正され名称も変更された。環
境教育の方針や、環境保全についての協働の取り
組みなどを規定する法律は？

a 環境教育等促進法 b 循環型社会形成推進基本法
c 環境教育推進法 d 環境影響評価法

Question
3

発電の際、石炭、石油、ＬＮＧ、原子力、再生可能エ
ネルギーなどの各種エネルギー源を最適の組み
合わせで構成することを何という？

a 電源開発 b 各種混成エネルギー
c 最適電源 d エネルギーミックス

Question
2

①  １月のエコ○○○ダーは、たこ
揚げの絵だ！

②  ワン・○○・スリー！
③  羽子板がないから代わりに○○
○ントンしよう。

⑤  CO2は温室○○○○スです。
⑧  ここが日本、ここがヨーロッパ
……セ○○○ズ。

⑩  初空と同義。元旦の大空のこと。
ハ○○ソラ。

②  海面上昇の危機から救え！南太
平洋エリス諸島の国。

④  「花の２区」で１時間を切った！
⑥  おみくじ大吉！今年は宝くじが
あたるかも。キ○○ン。

⑦  手が真っ黄色だ！○○ンの食べ
過ぎ。

⑨  お兄ちゃんは部○○ドウで冬の
家族旅行は行けないね。

⑪  丸いお餅の大小２つ重ね。ミカ
ンも上に乗せてね。

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

 

河
村
隆
一
の

訪
問
！

エ
コ
ス
ポ
ッ
ト

　
「
自
分
の
足
で
環
境
関
連
施
設
を
訪
れ
、
知
識
を
深
め
た
い
」
と
い
う
日
本
テ
ク

ノ
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
河
村
隆
一
さ
ん
の
思
い
か
ら
始
ま
っ
た
本
企
画
。

前
回
の
「
日
本
テ
ク
ノ
上
越
グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
」
訪
問
で
発
電
事
業
に
興
味
を
持
ち
、

ほ
か
の
発
電
所
も
見
学
し
た
い
と
考
え
た
河
村
さ
ん
。
環
境
性
が
高
く
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中
で
も
安
定
し
た
発
電
が
可
能
な
「
バ
イ
オ
マ
ス
」
に
注
目
し
た
。

今
回
は
福
島
県
白
河
市
の
「
エ
フ
オ
ン
白
河 

大
信
発
電
所
」 

を
訪
問
。

エフオン白河 大信発電所
今回の訪問先

使
用
す
る
燃
料
は
、す
べ
て
チ
ッ
プ
化
し
た
木
材

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
奥
深
さ
を
知
り
ま
し
た
。

● かわむら りゅういち ●
１９７０年 神奈川県出身。LUNA SEAのヴォーカルとして活
躍。１９９７年にソロデビュー。アルバム『Love』のセールスは
３００万枚を超えた。ミュージシャン、小説家、俳優、音楽プ
ロデューサーなど多彩な分野で活動。２０１２年 12月、日本テ
クノのイメージキャラクターに就任。

　

施
設
に
入
り
河
村
さ
ん
の
目
に
ま
ず
飛

び
込
ん
で
き
た
の
が
、
高
く
積
み
上
げ
ら

れ
た
燃
料
の
山
だ
っ
た
。
と
い
っ
て
も
容

易
に
燃
え
る
石
炭
や
石
油
で
は
な
い
。
こ

こ
で
は
、
木
材
を
数
セ
ン
チ
大
に
細
か
く

し
た
木
質
チ
ッ
プ
が
「
燃
料
」
だ
。
そ
れ

が
小
さ
な
丘
を
思
わ
せ
る
姿
で
保
管
さ
れ

て
い
る
。「
木
の
い
い
香
り
が
し
ま
す
ね
」

と
河
村
さ
ん
の
表
情
が
緩
む
。

　

化
石
燃
料
を
除
き
、
動
植
物
か
ら
生
み

出
さ
れ
た
生
物
資
源
を
総
称
し
て
バ
イ
オ

マ
ス
と
い
う
。
こ
こ
で
使
用
す
る
木
質
チ

ッ
プ
も
そ
の
一
種
だ
。
バ
イ
オ
マ
ス
は
半

永
久
的
に
自
然
か
ら
与
え
ら
れ
る
太
陽
光

や
風
力
と
同
様
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
木
質
チ
ッ
プ
を
燃

焼
す
れ
ば
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
が
発

生
す
る
が
、
そ
れ
は
植
物
の
成
長
過
程
で

光
合
成
に
よ
り
吸
収
し
た
も
の
で
大
気
中

の
Ｃ
Ｏ
２

は
ト
ー
タ
ル
で
見
れ
ば
変
わ
ら

な
い
。
こ
れ
を
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
」
と
い
い
、
燃
料
の
１
０
０
％
を
バ
イ

オ
マ
ス
で
賄
う
こ
と
で
、
こ
の
発
電
所
は

そ
れ
を
実
現
し
て
い
る
。

　

所
長
の
笹
山
久
さ
ん
が
「
利
用
さ
れ
て

い
な
い
間
伐
材
な
ど
を
使
っ
て
木
質
チ
ッ

プ
が
つ
く
ら
れ
ま
す
」
と
説
明
す
る
と
、

「
で
は
、
林
業
の
活
性
化
や
荒
れ
て
し
ま

っ
た
森
林
の
再
生
に
も
役
立
ち
ま
す
ね
」

と
河
村
さ
ん
が
笑
顔
を
向
け
る
。
木
材
を

利
用
し
、
そ
の
ぶ
ん
新
た
な
苗
を
植
え
、

森
林
を
育
て
て
い
け
ば
、
持
続
可
能
な
循

環
が
生
ま
れ
る
。
そ
う
考
え
て
発
せ
ら
れ

た
河
村
さ
ん
の
言
葉
は
、
こ
の
発
電
所
の

「
電
気
を
つ
く
る
」
以
外
の
も
う
１
つ
の

目
的
で
あ
る
「
山
林
資
源
の
新
た
な
需
要

を
つ
く
り
地
域
や
林
業
の
振
興
に
貢
献
し

た
い
」
と
い
う
願
い
を
も
表
し
て
い
た
。

　

こ
の
日
、
燃
焼
し
た
木
質
チ
ッ
プ
は
出

力
約
１
万
１
５
０
０
㌔
㍗
（
約
１
万
５
０

０
０
世
帯
分
）
の
電
気
を
つ
く
る
と
同
時

に
河
村
さ
ん
の
心
も
温
め
て
い
た
。

Ryuichi's Voice

　木質チップは後ろに見える大きなボイラーで燃やしま
すが、燃焼ガスにまじる細かな灰は逃すことなく処理さ
れます。写真には写っていませんがバグフィルターとい
う装置で灰を集めるそうです。その後、燃焼ガスは煙突
から排出されますが、煙が見えないほどのレベル。この
日の煙突の先も、空の青さだけが目に映りました。

細かな灰もとらえるバグフィルター

　屋外に置かれた木質チップは、含水率を調整するため
ショベルカーでならし、受入ホッパーという投入口から
コンベアーを通じて隣にある三角形のサイロに運ばれま
す。燃焼効率などを考慮し木質チップを適正な含水率に
するにはショベルカーのオペレーターが持つ熟練ワザが
欠かせないそうです。電気は人がつくっているんですね。

職人技で木質チップサイロへ

　ここはタービンと発電機が設置されている場所。この
発電所では木質チップを燃やした熱で水を蒸気にして蒸
気タービンを回し、さらにその回転力で発電機を動かし
電気をつくります。タービンの台数を増やせば大きな発
電量が得られるけれども、調達する木質チップの量など
を考え、最適な設備規模にしているそうです。

最適規模の蒸気タービンと発電機

紙面に載せきれなかった訪問レポートはウェブサイトに掲載中！

河村さん訪問の様子は動画でも配信しています。

エコニュース 検 索

正解者の中から抽選で 100 名の方に日本テクノ特製ポストカードセット（13 枚組）をプレゼントい

100名

抽選で

特製ポストカードセットプレゼント
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